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Japanese Translation of “Lunyu Jizhu”（７）（Part 4）
―Xi ZHU’s Interpretation of “Confucian Analects”―

『論語集注』（朱熹撰）の日本語訳（述而第七 下篇（下））
―『論語集注』を主とする朱子の『論語』解釈―
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「
威
儀
進
退
之
節
。」『
中
庸
章
句
』「
優
優
大
哉
、禮
儀
三
百
、威
儀
三
千
。」
朱
子
注
「
優

優
、
充
足
有
餘
之
意
。
禮
儀
、
經
禮
也
。
威
儀
、
曲
禮
也
。
此
言
道
之
入
於
至
小
而
無

閒
也
」、
つ
ま
り
、『
儀
礼
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
細
々
な
礼
儀
作
法
）
を
習
っ
て
い
た

か
ら
、
当
時
で
は
「
礼
」
を
知
っ
て
い
る
人
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
陳
国
の

司
敗
が
そ
の
質
問
を
し
た
か
ら
、
孔
子
は
そ
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
た
。

　「取
」
は
、「
七
」「
住
」
の
反
。「
巫
馬
は
姓
、
期
は
字
、
孔
子
弟
子
、
名
は
施
。」（『
史

記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
「
巫
馬
施
字
子
旗
、
少
年
孔
子
三
十
歳
。」
集
解
「
鄭
玄
曰
魯
人
」、

つ
ま
り
、
孔
子
弟
子
の
巫
馬
施
。）「
司
敗
揖
し
て
之
を
進
む
る
な
り
。
相
ひ
助
け
て
非

を
匿
す
を
党
と
曰
ふ
。
礼
に
同
姓
を
娶
ら
ず
。
魯
と
吴
と
は
皆
な
姬
姓
な
り
。
之
を
吴

孟
子
と
謂
ふ
者
は
、
之
を
諱
み
て
宋
女
の
子
姓
の
者
の
若
く
然
り
と
使
し
む
。」（「
問
、

昭
公
娶
同
姓
之
事
、
若
天
王
（
子
？
）
舉
法
、
則
如
何
斷
。
曰
、
此
非
昭
公
故
為
之
也
。

當
時
吳
盛
強
、
中
國
無
伯
主
。
以
齊
景
公
、
猶
云
「
既
不
能
令
、
又
不
受
命
。」「
涕
出

而
女
於
吳
。」
若
昭
公
亦
是
藉
其
勢
、
不
得
已
之
故
、
非
貪
其
色
而
然
也
。
天
子
舉
法
、

則
罪
固
不
免
、
亦
須
原
情
自
有
處
置
。
況
不
曰
「
孟
姬
」、
而
曰
「
吳
孟
子
」、
則
昭
公

亦
已
自
知
其
非
矣
。」『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
「
退
而
揖
巫
馬
旗
曰
、
吾
聞
君
子
不
黨
、

君
子
亦
黨
乎
。
魯
君
娶
吴
女
為
夫
人
、
命
之
為
孟
子
。
孟
子
姓
姬
、
諱
稱
同
姓
、
故
謂

之
孟
子
。
魯
君
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
。」
裴
駰
集
解
「
孔
安
國
曰
、
相
助
匿
非
曰
黨
。
禮

同
姓
不
婚
、
而
君
娶
之
。
當
稱
「
吳
姬
」、
諱
曰
「
孟
子
」。」『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
侃

疏
「
揖
者
、
古
人
欲
相
見
前
進
、
皆
先
揖
之
也
。
巫
馬
期
、
孔
子
弟
子
也
。
司
敗
知
昭

公
無
禮
、
故
問
。
孔
子
荅
曰
知
禮
、
而
司
敗
心
所
不
許
、
故
孔
子
退
而
後
揖
孔
子
弟
子
、

進
之
欲
與
語
也
。
云
「
曰
吾
云
云
」
者
、
相
助
匿
非
曰
黨
、
昭
公
不
知
禮
、
而
孔
子
云

知
禮
、
所
以
是
黨
也
。
故
司
敗
語
巫
馬
期
曰
、
吾
從
來
聞
君
子
之
人
、
義
與
比
無
所
私

相
阿
黨
、
孔
子
既
是
君
子
、
而
今
匿
君
之
惡
、
故
曰
「
君
子
亦
黨
乎
。」
云
「
君
娶
於
呉
」

者
、
司
敗
此
舉
昭
公
不
知
禮
事
也
。
昭
公
是
周
公
後
、
呉
是
大
伯
後
、
大
伯
是
周
公
伯
祖
、

昭
公
與
呉
同
是
姬
姓
。
周
禮
百
世
婚
姻
不
通
、而
昭
公
娶
其
呉
之
女
、故
云
「
君
娶
於
呉
」

也
。
云
「
為
同
姓
、
謂
之
呉
孟
子
」
者
、
禮
稱
婦
人
皆
稱
國
及
姓
、
猶
如
齊
姜
秦
嬴
之

屬
也
。
魯
之
娶
呉
、
當
謂
為
呉
姬
、
而
昭
公
為
呉
是
同
姓
、
故
諱
不
得
言
呉
姬
、
而
謂

呉
孟
子
也
」、
つ
ま
り
、「
巫
馬
期
に
「
揖
」（
拱
手
の
礼
）
を
し
て
巫
馬
期
を
自
分
の
前

に
進
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
互
い
に
庇
い
合
っ
て
「
非
」（「
悪
」「
悪
事
」、
こ
こ
で
は
、

つ
ま
り
、
礼
に
違
う
行
為
）
を
隠
蔽
す
る
こ
と
を
「
党
」
と
言
う
。『
周
礼
』
に
「
同
姓

を
娶
ら
ず
。」
と
あ
り
、
魯
国
と
吴
国
と
は
い
ず
れ
も
姬
姓
で
あ
る
。
魯
国
の
昭
公
が
そ

の
妻
を
、「
呉
姬
」
と
読
ま
ず
「
吴
孟
子
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
れ
を
忌
ん
で
宋
国
の
女
子

の
子
姓
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
吴
孟
子
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
。
当
時
、

呉
国
が
強
盛
で
あ
り
、
魯
国
の
昭
公
が
呉
国
の
勢
力
を
依
頼
し
よ
う
と
思
っ
て
、
や
む

を
得
ず
同
姓
の
呉
国
の
女
を
娶
っ
た
の
だ
が
、「
呉
姬
」
と
読
ま
ず
「
吴
孟
子
」
と
呼
ぶ

の
だ
か
ら
、
昭
公
は
既
に
自
分
の
そ
の
「
非
」
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。）「
孔
子
自

ら
君
の
悪
を
諱
む
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
、
又
た
同
姓
を
娶
る
を
以
て
礼
を
知
れ
り
と
為
す

可
か
ら
ず
、
故
に
受
け
て
以
て
過
ち
と
為
し
て
辞
せ
ず
。」（『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
侃
疏

「
云
「
君
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
」
者
、
孰
、
誰
也
。
君
娶
同
姓
、
君
是
知
禮
、
則
誰
為
惡

事
者
、
而
謂
為
不
知
禮
乎
。
云
「
巫
馬
期
以
告
」
者
、
巫
馬
期
得
司
敗
之
語
、
還
則
具

述
之
以
告
孔
子
也
。
云
「
子
曰
云
云
」
者
、
孔
子
得
巫
馬
期
之
告
、
而
自
稱
名
、
云
是

己
幸
受
以
為
過
者
也
。
故
云
「
苟
有
過
、
人
必
知
之
也
。」
所
以
然
者
、
昭
公
不
知
禮
、

而
我
荅
司
敗
云
知
禮
者
、
若
使
司
敗
無
譏
、
則
千
載
之
後
、
遂
承
信
我
言
、
用
昭
公
所

行
為
知
禮
、
則
禮
亂
之
事
從
我
而
始
、
今
得
司
敗
見
非
、
而
我
受
以
為
過
、
則
後
人
不
謬
、

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））

　
　
孫
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易

（1）

第
三
十
章

陳
司
敗
問
昭
公
知
禮
乎
。
孔
子
曰
、
知
禮
。
孔
子
退
、
揖
巫
馬
期
而
進
之
、
曰
、

吾
聞
君
子
不
黨
、
君
子
亦
黨
乎
。
君
取
於
呉
為
同
姓
、
謂
之
吴
孟
子
。
君
而
知
禮
、

孰
不
知
禮
。
巫
馬
期
以
告
。
子
曰
、
丘
也
幸
、
苟
有
過
、
人
必
知
之
。

（
自
国
の
君
主
の
「
悪
」（「
非
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
礼
に
違
う
行
為
）
を

忌
む
、
こ
れ
が
礼
で
あ
る
か
ら
、
昭
公
の
「
非
」
を
忌
ん
で
「
礼
を
知
れ
り
。」

と
答
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
し
か
し
「
同
姓
を
娶
ら
ず
」、
こ
れ
も
礼
で
あ
る
か
ら
、

同
姓
を
娶
ら
れ
た
昭
公
は
「
礼
を
知
れ
り
。」
と
答
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
れ
故
に
、
孔
子
は
、
陳
国
の
司
敗
（
つ
ま
り
司
寇
、
刑
法
や
監
獄
を
司
る
官
吏
）

の
指
摘
を
受
け
て
、「
丘
や
幸
な
り
、
苟
く
も
過
ち
有
れ
ば
、
人
必
ず
之
を
知
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
「
礼
を
知
れ
り
。」
と
の
返
答
は
自
分
の
過
ち
だ
と
引
き
受
け

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
今
司
敗
の
非
を
見
る
を
得
て
、
我
受
け
て
以
て
過
ち

と
為
せ
ば
、
則
ち
後
人
謬
ら
ず
、
故
に
我
の
幸
せ
と
為
す
所
以
な
り
。」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。）

陳
国
の
司
敗
が
孔
子
に
「
魯
国
の
君
主
昭
公
は
礼
を
知
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。」

と
尋
ね
た
。
孔
子
は
「
礼
を
知
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。」
と
答
え
ら
れ
た
。
孔
子

が
退
か
れ
た
。
司
敗
は
孔
子
弟
子
の
巫
馬
期
を
拱
手
の
礼
を
し
て
招
き
寄
せ
て

言
っ
た
。「
私
は
、
君
子
は
「
党
」（
つ
ま
り
、
互
い
に
庇
い
合
っ
て
悪
事
を
隠
蔽

す
る
こ
と
）
し
な
い
も
の
と
聞
い
て
い
た
が
、
君
子
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
孔

子
）
も
「
党
」
す
る
の
で
す
か
。
昭
公
が
呉
国
か
ら
女
子
を
娶
ら
れ
た
が
、
同
姓

（
つ
ま
り
、
魯
国
と
吴
国
と
は
い
ず
れ
も
姬
姓
）
で
あ
る
た
め
に
、（
宋
国
の
女
子

の
子
姓
で
あ
る
か
の
よ
う
に
）
夫
人
の
こ
と
を
吴
孟
子
と
呼
ば
れ
た
。
昭
公
が
礼

を
知
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
と
す
れ
ば
、
礼
を
知
ら
な
い
人
は
お
り
ま
し
ょ
う
か
。」

巫
馬
期
が
こ
れ
を
孔
子
に
お
話
し
し
た
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
丘
（
こ
の
私
）

は
幸
せ
だ
。
過
ち
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
礼
を
知
れ
り
。」
と
答
え
ら
れ
た
こ

と
）
が
あ
れ
ば
、
人
が
必
ず
こ
の
過
ち
を
知
る
の
だ
。」

集
注
：

　「陳
」
は
、
国
名
で
あ
る
。「
司
敗
」
は
、
官
職
の
名
、
即
ち
「
司
寇
」（『
尚
書
正
義
』

洪
範
「
六
曰
司
寇
。」
伝
「
主
姦
盜
、
使
無
縱
。」
疏
「
雖
有
禮
義
之
教
、
而
無
刑
殺
之
法
、

則
彊
弱
相
陵
、
司
寇
主
姦
盜
、
故
「
司
寇
」
為
六
也
」、
つ
ま
り
、「
姦
盜
」
を
主
と
す

る
刑
事
に
よ
る
刑
罰
や
監
獄
を
司
る
官
吏
）
で
あ
る
。「
昭
公
」
は
、
魯
国
の
君
主
で
、

名
は
裯
。
昭
公
が
「
威
儀
の
節
」（「
儀
禮
只
載
行
禮
之
威
儀
、所
謂
「
威
儀
三
千
」
是
也
。」

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））

　
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―

�

孫

　
　
　
路

　
易



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
八
号
（
二
〇
二
四
・
十
二
）

（2）

「
威
儀
進
退
之
節
。」『
中
庸
章
句
』「
優
優
大
哉
、禮
儀
三
百
、威
儀
三
千
。」
朱
子
注
「
優

優
、
充
足
有
餘
之
意
。
禮
儀
、
經
禮
也
。
威
儀
、
曲
禮
也
。
此
言
道
之
入
於
至
小
而
無

閒
也
」、
つ
ま
り
、『
儀
礼
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
細
々
な
礼
儀
作
法
）
を
習
っ
て
い
た

か
ら
、
当
時
で
は
「
礼
」
を
知
っ
て
い
る
人
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
陳
国
の

司
敗
が
そ
の
質
問
を
し
た
か
ら
、
孔
子
は
そ
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
た
。

　「取
」
は
、「
七
」「
住
」
の
反
。「
巫
馬
は
姓
、
期
は
字
、
孔
子
弟
子
、
名
は
施
。」（『
史

記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
「
巫
馬
施
字
子
旗
、
少
年
孔
子
三
十
歳
。」
集
解
「
鄭
玄
曰
魯
人
」、

つ
ま
り
、
孔
子
弟
子
の
巫
馬
施
。）「
司
敗
揖
し
て
之
を
進
む
る
な
り
。
相
ひ
助
け
て
非

を
匿
す
を
党
と
曰
ふ
。
礼
に
同
姓
を
娶
ら
ず
。
魯
と
吴
と
は
皆
な
姬
姓
な
り
。
之
を
吴

孟
子
と
謂
ふ
者
は
、
之
を
諱
み
て
宋
女
の
子
姓
の
者
の
若
く
然
り
と
使
し
む
。」（「
問
、

昭
公
娶
同
姓
之
事
、
若
天
王
（
子
？
）
舉
法
、
則
如
何
斷
。
曰
、
此
非
昭
公
故
為
之
也
。

當
時
吳
盛
強
、
中
國
無
伯
主
。
以
齊
景
公
、
猶
云
「
既
不
能
令
、
又
不
受
命
。」「
涕
出

而
女
於
吳
。」
若
昭
公
亦
是
藉
其
勢
、
不
得
已
之
故
、
非
貪
其
色
而
然
也
。
天
子
舉
法
、

則
罪
固
不
免
、
亦
須
原
情
自
有
處
置
。
況
不
曰
「
孟
姬
」、
而
曰
「
吳
孟
子
」、
則
昭
公

亦
已
自
知
其
非
矣
。」『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
「
退
而
揖
巫
馬
旗
曰
、
吾
聞
君
子
不
黨
、

君
子
亦
黨
乎
。
魯
君
娶
吴
女
為
夫
人
、
命
之
為
孟
子
。
孟
子
姓
姬
、
諱
稱
同
姓
、
故
謂

之
孟
子
。
魯
君
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
。」
裴
駰
集
解
「
孔
安
國
曰
、
相
助
匿
非
曰
黨
。
禮

同
姓
不
婚
、
而
君
娶
之
。
當
稱
「
吳
姬
」、
諱
曰
「
孟
子
」。」『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
侃

疏
「
揖
者
、
古
人
欲
相
見
前
進
、
皆
先
揖
之
也
。
巫
馬
期
、
孔
子
弟
子
也
。
司
敗
知
昭

公
無
禮
、
故
問
。
孔
子
荅
曰
知
禮
、
而
司
敗
心
所
不
許
、
故
孔
子
退
而
後
揖
孔
子
弟
子
、

進
之
欲
與
語
也
。
云
「
曰
吾
云
云
」
者
、
相
助
匿
非
曰
黨
、
昭
公
不
知
禮
、
而
孔
子
云

知
禮
、
所
以
是
黨
也
。
故
司
敗
語
巫
馬
期
曰
、
吾
從
來
聞
君
子
之
人
、
義
與
比
無
所
私

相
阿
黨
、
孔
子
既
是
君
子
、
而
今
匿
君
之
惡
、
故
曰
「
君
子
亦
黨
乎
。」
云
「
君
娶
於
呉
」

者
、
司
敗
此
舉
昭
公
不
知
禮
事
也
。
昭
公
是
周
公
後
、
呉
是
大
伯
後
、
大
伯
是
周
公
伯
祖
、

昭
公
與
呉
同
是
姬
姓
。
周
禮
百
世
婚
姻
不
通
、而
昭
公
娶
其
呉
之
女
、故
云
「
君
娶
於
呉
」

也
。
云
「
為
同
姓
、
謂
之
呉
孟
子
」
者
、
禮
稱
婦
人
皆
稱
國
及
姓
、
猶
如
齊
姜
秦
嬴
之

屬
也
。
魯
之
娶
呉
、
當
謂
為
呉
姬
、
而
昭
公
為
呉
是
同
姓
、
故
諱
不
得
言
呉
姬
、
而
謂

呉
孟
子
也
」、
つ
ま
り
、「
巫
馬
期
に
「
揖
」（
拱
手
の
礼
）
を
し
て
巫
馬
期
を
自
分
の
前

に
進
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
互
い
に
庇
い
合
っ
て
「
非
」（「
悪
」「
悪
事
」、
こ
こ
で
は
、

つ
ま
り
、
礼
に
違
う
行
為
）
を
隠
蔽
す
る
こ
と
を
「
党
」
と
言
う
。『
周
礼
』
に
「
同
姓

を
娶
ら
ず
。」
と
あ
り
、
魯
国
と
吴
国
と
は
い
ず
れ
も
姬
姓
で
あ
る
。
魯
国
の
昭
公
が
そ

の
妻
を
、「
呉
姬
」
と
読
ま
ず
「
吴
孟
子
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
れ
を
忌
ん
で
宋
国
の
女
子

の
子
姓
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
吴
孟
子
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
。
当
時
、

呉
国
が
強
盛
で
あ
り
、
魯
国
の
昭
公
が
呉
国
の
勢
力
を
依
頼
し
よ
う
と
思
っ
て
、
や
む

を
得
ず
同
姓
の
呉
国
の
女
を
娶
っ
た
の
だ
が
、「
呉
姬
」
と
読
ま
ず
「
吴
孟
子
」
と
呼
ぶ

の
だ
か
ら
、
昭
公
は
既
に
自
分
の
そ
の
「
非
」
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。）「
孔
子
自

ら
君
の
悪
を
諱
む
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
、
又
た
同
姓
を
娶
る
を
以
て
礼
を
知
れ
り
と
為
す

可
か
ら
ず
、
故
に
受
け
て
以
て
過
ち
と
為
し
て
辞
せ
ず
。」（『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
侃
疏

「
云
「
君
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
」
者
、
孰
、
誰
也
。
君
娶
同
姓
、
君
是
知
禮
、
則
誰
為
惡

事
者
、
而
謂
為
不
知
禮
乎
。
云
「
巫
馬
期
以
告
」
者
、
巫
馬
期
得
司
敗
之
語
、
還
則
具

述
之
以
告
孔
子
也
。
云
「
子
曰
云
云
」
者
、
孔
子
得
巫
馬
期
之
告
、
而
自
稱
名
、
云
是

己
幸
受
以
為
過
者
也
。
故
云
「
苟
有
過
、
人
必
知
之
也
。」
所
以
然
者
、
昭
公
不
知
禮
、

而
我
荅
司
敗
云
知
禮
者
、
若
使
司
敗
無
譏
、
則
千
載
之
後
、
遂
承
信
我
言
、
用
昭
公
所

行
為
知
禮
、
則
禮
亂
之
事
從
我
而
始
、
今
得
司
敗
見
非
、
而
我
受
以
為
過
、
則
後
人
不
謬
、
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先
生
は
、人
と
と
も
に
（
詩
を
）
歌
う
時
、相
手
が
歌
っ
て
「
善
」（
つ
ま
り
「
雅
」

「
頌
」
に
合
っ
て
い
た
こ
と
）
で
あ
れ
ば
、必
ず
そ
れ
を
も
う
一
度
歌
わ
せ
て
（
そ

の
音
節
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
）、
そ
れ
か
ら
唱
和
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

集
注
：

　「和
」
は
、
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
和
す
る
」
の
意
）
で
あ
る
。「
反
」
は
、「
復
」

（
こ
こ
で
は
、つ
ま
り
も
う
一
度
繰
り
返
す
こ
と
）
で
あ
る
。「
必
ず
復
た
歌
は
使
む
る
は
、

其
の
詳
を
得
て
其
の
善
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
而
る
後
に
之
に
和
す
は
、
其
の
詳

を
得
て
其
の
善
に
与
す
る
を
喜
ぶ
な
り
。」（「
若
不
待
其
反
而
後
和
、
則
他
有
善
亦
不
得

而
知
。
今
必
使
之
反
之
而
後
和
之
、
便
是
聖
人
不
掩
人
善
處
。」「「
子
與
人
歌
而
善
、
必

使
反
之
、
而
後
和
之
」。
今
世
間
人
與
那
人
說
話
、
那
人
正
說
得
好
、
自
家
便
從
中
截
斷
、

如
云
已
自
理
會
得
、
不
消
說
之
類
。
以
此
類
看
、
聖
人
是
甚
氣
象
。
與
人
歌
、
且
教
他

自
歌
一
終
了
、
方
令
再
歌
而
後
和
之
。
不
於
其
初
歌
便
和
、
恐
混
雜
他
、
不
盡
其
意
。

此
見
聖
人
與
人
為
善
。」『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
侃
疏
「
此
明
孔
子
重
於
正
音
也
。
反
、

猶
重
也
。
孔
子
與
人
共
歌
、
若
彼
人
歌
善
、
合
於
雅
頌
者
、
則
孔
子
欲
重
聞
其
音
曲
、

故
必
使
重
歌
也
。
重
歌
既
竟
、
欣
之
無
己
、
故
孔
子
又
自
歌
以
荅
和
之
也
」、
つ
ま
り
、

必
ず
も
う
一
度
（
詩
を
）
歌
わ
せ
る
の
は
、そ
の
「
詳
」（
つ
ま
り
「
雅
」「
頌
」
に
合
っ

て
い
る
こ
と
）
を
わ
き
ま
え
て
そ
の
「
善
」（「
正
音
」、
つ
ま
り
音
節
が
正
確
で
あ
る
こ

と
）
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
が
一
度
繰
り
返
し
歌
っ
た
後
に
孔
子
が
そ

れ
に
唱
和
す
る
の
は
、
そ
の
「
詳
」
と
そ
の
「
善
」
を
見
出
し
た
こ
と
を
喜
ば
れ
た
こ

と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
孔
子
が
人
と
と
も
に
詩
を
歌
う
時
、
そ
の
人
に
単
独
で
一

回
歌
っ
て
も
ら
い
、
歌
い
終
わ
っ
て
、
そ
の
歌
が
「
雅
」「
頌
」
に
合
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
一
度
歌
わ
せ
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
に
孔
子
が
自
ら
そ
れ
に
答
え
て
唱

和
す
る
の
で
あ
る
。
孔
子
は
人
の
善
な
る
と
こ
ろ
を
覆
い
隠
す
こ
と
は
し
な
い
。
今
の

世
の
人
々
は
、
人
と
話
し
を
す
る
時
、
人
の
話
し
の
途
中
で
そ
の
話
し
を
遮
る
の
で
あ
る
。

恰
も
既
に
分
か
っ
て
い
て
、
こ
れ
以
上
話
す
必
要
が
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
の
よ

う
で
あ
る
。）
こ
の
事
か
ら
分
か
る
。
孔
子
の
、「
気
象
」（「
私
欲
盡
去
、
便
純
是
溫
和

沖
粹
之
氣
、
乃
天
地
生
物
之
心
。
其
餘
人
所
以
未
仁
者
、
只
是
心
中
未
有
此
氣
象
」、
つ

ま
り
、心
の
状
態
）
が
「
従
容
」（「
問
「
君
子
泰
而
不
驕
」。
曰
、泰
是
從
容
自
在
底
意
思
、

驕
便
有
私
意
。」「
聖
人
不
思
不
勉
、
而
從
容
中
道
、
無
非
實
理
之
流
行
、
則
聖
人
與
天

如
一
、
即
天
之
道
也
」、
つ
ま
り
、
私
意
・
憶
測
が
な
く
て
「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）

に
適
わ
な
い
こ
と
は
な
い
ゆ
っ
た
り
し
た
自
然
体
）
で
あ
り
、「
誠
意
」（「
格
物
者
、
窮

事
事
物
物
之
理
。
致
知
者
、
知
事
事
物
物
之
理
。
無
所
不
知
、
知
其
不
善
之
必
不
可
為
、

故
意
誠
。
意
既
誠
、
則
好
樂
自
不
足
以
動
其
心
、
故
心
正
。」「
格
物
、
致
知
、
正
心
、

誠
意
、
不
可
著
纖
毫
私
意
在
其
中
」「
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
知
與
意
皆
從
心
出
來
。
知

則
主
於
別
識
、
意
則
主
於
營
為
。
知
近
性
、
近
體
。
意
近
情
、
近
用
」、
つ
ま
り
、
行
い

に
ほ
ん
の
少
し
の
私
意
・
憶
測
も
介
入
さ
せ
な
い
こ
と
）
が
「
懇
至
」（『
中
庸
章
句
』「
肫

肫
其
仁
。」
朱
子
注
「
肫
肫
、
懇
至
貌
。」『
礼
記
集
説
』
中
庸
「
鄭
氏
曰
、
…
。
肫
肫
、

讀
如
誨
爾
忳
忳
之
忳
、
忳
忳
、
懇
誠
貌
也
」、
つ
ま
り
、
極
め
て
誠
実
）
で
あ
っ
て
、
そ

の
遜
っ
て
念
入
り
に
（
相
手
の
歌
を
聴
い
て
、）
人
の
「
善
」
を
覆
い
隠
す
こ
と
を
し
な

い
の
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
、
一
つ
の
些
細
な
事
に
も
、
多
く
の
「
善
」
の
集

ま
り
、（
そ
れ
を
）「
勝
既
」（『
孟
子
集
注
』
梁
恵
王
上
「
不
違
農
時
、
穀
不
可
勝
食
也
。」

朱
子
注
「
不
可
勝
食
、
言
多
也
。」『
春
秋
左
氏
伝
集
解
』
宣
公
十
二
年
伝
「
董
澤
之
蒲
、

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））
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故
我
所
以
為
幸
也
。」『
論
語
集
解
義
疏
』
何
晏
注
「
孔
安
國
曰
、
以
司
敗
之
言
告
也
。

諱
國
惡
、
禮
也
。
聖
人
智
深
道
𢎞𢎞𢎞𢎞
、
故
受
以
為
過
也
。」
皇
侃
疏
「
云
「
諱
國
惡
、
禮
也
」

者
、
諱
國
之
惡
是
禮
之
所
許
也
。
云
「
聖
人
云
云
」
者
、
湼
而
不
緇
、
故
受
之
也
」、
つ

ま
り
、
自
国
の
君
主
の
「
悪
」（「
非
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
礼
に
違
う
行
為
）
を
忌
む
、

こ
れ
は
礼
で
あ
る
か
ら
、
昭
公
の
「
非
」
を
忌
ん
で
「
礼
を
知
れ
り
。」
と
答
え
ら
れ
た

の
だ
が
、
し
か
し
「
同
姓
を
娶
ら
ず
」、
こ
れ
も
礼
で
あ
る
か
ら
、
同
姓
を
娶
ら
れ
た
昭

公
は
「
礼
を
知
れ
り
。」
と
答
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
り
、そ
れ
故
に
、孔
子
は
、

陳
国
の
司
敗
の
指
摘
を
受
け
て
、「
丘
や
幸
な
り
、
苟
く
も
過
ち
有
れ
ば
、
人
必
ず
之
を

知
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
「
礼
を
知
れ
り
。」
と
の
返
答
は
自
分
の
過
ち
だ
と
引
き
受

け
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。）
吴
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
魯
国
は
そ
も
そ
も
孔

子
の
母
国
で
あ
り
、
昭
公
は
、
魯
国
の
「
先
君
」（『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
下
「
王
之
為

都
者
、
臣
知
五
人
焉
。」
朱
子
注
「
為
都
、
治
邑
也
。
邑
有
先
君
之
廟
曰
都
」、
つ
ま
り
、

先
代
の
君
主
）
で
あ
る
。
司
敗
は
、
ま
た
そ
の
こ
と
（
つ
ま
り
、
昭
公
が
夫
人
の
こ
と

を
「
呉
姬
」
と
読
ま
ず
「
呉
孟
子
」
と
呼
ぶ
こ
と
）
を
は
っ
き
り
と
言
わ
ず
に
、
い
き

な
り
「
昭
公
は
礼
を
知
れ
る
か
。」
と
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
対
応
の
適
切
な

こ
と
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
司
敗
が
「
党
」（
つ
ま
り
、
互
い
に
庇
い
合
っ
て
悪
事
を
隠

蔽
す
る
こ
と
）
が
あ
る
と
思
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
孔
子
は
自
ら
の
過
ち
と
受
け
止
め

た
の
は
、
思
う
に
、
孔
子
の
「
盛
徳
」（「
盛
德
便
是
「
顯
諸
仁
」
處
。「
顯
諸
仁
」
者
、

德
之
所
以
盛
。」『
周
易
本
義
』
繋
辞
伝
上
「
顯
諸
仁
、
藏
諸
用
、
鼓
萬
物
而
不
與
聖
人

同
憂
盛
德
大
業
至
矣
哉
。」
朱
子
注
「
顯
、
自
內
而
外
也
。
仁
謂
造
化
之
功
、
徳
之
發
也
。

藏
、
自
外
而
內
也
。
用
謂
機
緘
之
妙
、
業
之
本
也
」、
つ
ま
り
、「
仁
」
の
徳
が
現
れ
た

と
こ
ろ
）
は
、
ど
の
場
合
に
お
い
て
も
適
切
で
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
自
ら
の
過
ち
と
受
け
止
め
た
も
の
の
、ま
た
そ
の
な
ぜ
過
ち
な
の
か
を「
正
言
」（『
論

語
集
注
』
子
罕
「
子
曰
、
法
語
之
言
、
能
無
從
乎
、
改
之
為
貴
。
巽
與
之
言
、
能
無
說
乎
、

繹
之
為
貴
。」
朱
子
注
「
法
語
者
、
正
言
之
也
。
巽
言
者
、
婉
而
導
之
也
。
繹
、
尋
其
緒
也
。

法
言
人
所
敬
憚
、
故
必
從
。
然
不
改
、
則
面
從
而
已
。
巽
言
無
所
乖
忤
、
故
必
說
。
然

不
繹
、
則
又
不
足
以
知
其
微
意
之
所
在
也
」、
つ
ま
り
、
直
言
す
る
こ
と
）
を
し
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
最
初
か
ら
あ
た
か
も
「
孟
子
の
事
」（
つ
ま
り
、
昭
公
が
夫
人
の
こ
と
を

「
呉
姬
」
と
読
ま
ず
「
呉
孟
子
」
と
呼
ぶ
こ
と
）
を
知
ら
な
か
っ
た
人
の
よ
う
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
万
世
の
手
本
と
す
べ
き
で
あ
る
。」

　陳
、
國
名
。
司
敗
、
官
名
、
即
司
寇
也
。
昭
公
、
魯
君
、
名
裯
。
習
於
威
儀
之
節
、

當
時
以
為
知
禮
。
故
司
敗
以
為
問
、
而
孔
子
答
之
如
此
。

　取
、
七
住
反
。
○
巫
馬
姓
、
期
字
、
孔
子
弟
子
、
名
施
。
司
敗
揖
而
進
之
也
。
相
助

匿
非
曰
黨
。
禮
不
娶
同
姓
、
而
魯
與
吴
皆
姬
姓
。
謂
之
吴
孟
子
者
、
諱
之
使
若
宋
女
子

姓
者
然
。

　孔
子
不
可
自
謂
諱
君
之
惡
、
又
不
可
以
娶
同
姓
為
知
禮
、
故
受
以
為
過
而
不
辭
。
○

吴
氏
曰
、
魯
蓋
夫
子
父
母
之
國
、
昭
公
、
魯
之
先
君
也
。
司
敗
又
未
嘗
顯
言
其
事
、
而

遽
以
知
禮
為
問
、
其
對
之
宜
如
此
也
。
及
司
敗
以
為
有
黨
、
而
夫
子
受
以
為
過
、
蓋
夫

子
之
盛
德
、
無
所
不
可
也
。
然
其
受
以
為
過
也
、
亦
不
正
言
其
所
以
過
、
初
若
不
知
孟

子
之
事
者
、
可
以
為
萬
世
之
法
矣
。

第
三
十
一
章

子
與
人
歌
而
善
、
必
使
反
之
、
而
後
和
之
。
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先
生
は
、人
と
と
も
に
（
詩
を
）
歌
う
時
、相
手
が
歌
っ
て
「
善
」（
つ
ま
り
「
雅
」

「
頌
」
に
合
っ
て
い
た
こ
と
）
で
あ
れ
ば
、必
ず
そ
れ
を
も
う
一
度
歌
わ
せ
て
（
そ

の
音
節
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
）、
そ
れ
か
ら
唱
和
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

集
注
：

　「和
」
は
、
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
和
す
る
」
の
意
）
で
あ
る
。「
反
」
は
、「
復
」

（
こ
こ
で
は
、つ
ま
り
も
う
一
度
繰
り
返
す
こ
と
）
で
あ
る
。「
必
ず
復
た
歌
は
使
む
る
は
、

其
の
詳
を
得
て
其
の
善
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
而
る
後
に
之
に
和
す
は
、
其
の
詳

を
得
て
其
の
善
に
与
す
る
を
喜
ぶ
な
り
。」（「
若
不
待
其
反
而
後
和
、
則
他
有
善
亦
不
得

而
知
。
今
必
使
之
反
之
而
後
和
之
、
便
是
聖
人
不
掩
人
善
處
。」「「
子
與
人
歌
而
善
、
必

使
反
之
、
而
後
和
之
」。
今
世
間
人
與
那
人
說
話
、
那
人
正
說
得
好
、
自
家
便
從
中
截
斷
、

如
云
已
自
理
會
得
、
不
消
說
之
類
。
以
此
類
看
、
聖
人
是
甚
氣
象
。
與
人
歌
、
且
教
他

自
歌
一
終
了
、
方
令
再
歌
而
後
和
之
。
不
於
其
初
歌
便
和
、
恐
混
雜
他
、
不
盡
其
意
。

此
見
聖
人
與
人
為
善
。」『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
侃
疏
「
此
明
孔
子
重
於
正
音
也
。
反
、

猶
重
也
。
孔
子
與
人
共
歌
、
若
彼
人
歌
善
、
合
於
雅
頌
者
、
則
孔
子
欲
重
聞
其
音
曲
、

故
必
使
重
歌
也
。
重
歌
既
竟
、
欣
之
無
己
、
故
孔
子
又
自
歌
以
荅
和
之
也
」、
つ
ま
り
、

必
ず
も
う
一
度
（
詩
を
）
歌
わ
せ
る
の
は
、そ
の
「
詳
」（
つ
ま
り
「
雅
」「
頌
」
に
合
っ

て
い
る
こ
と
）
を
わ
き
ま
え
て
そ
の
「
善
」（「
正
音
」、
つ
ま
り
音
節
が
正
確
で
あ
る
こ

と
）
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
が
一
度
繰
り
返
し
歌
っ
た
後
に
孔
子
が
そ

れ
に
唱
和
す
る
の
は
、
そ
の
「
詳
」
と
そ
の
「
善
」
を
見
出
し
た
こ
と
を
喜
ば
れ
た
こ

と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
孔
子
が
人
と
と
も
に
詩
を
歌
う
時
、
そ
の
人
に
単
独
で
一

回
歌
っ
て
も
ら
い
、
歌
い
終
わ
っ
て
、
そ
の
歌
が
「
雅
」「
頌
」
に
合
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
一
度
歌
わ
せ
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
に
孔
子
が
自
ら
そ
れ
に
答
え
て
唱

和
す
る
の
で
あ
る
。
孔
子
は
人
の
善
な
る
と
こ
ろ
を
覆
い
隠
す
こ
と
は
し
な
い
。
今
の

世
の
人
々
は
、
人
と
話
し
を
す
る
時
、
人
の
話
し
の
途
中
で
そ
の
話
し
を
遮
る
の
で
あ
る
。

恰
も
既
に
分
か
っ
て
い
て
、
こ
れ
以
上
話
す
必
要
が
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
の
よ

う
で
あ
る
。）
こ
の
事
か
ら
分
か
る
。
孔
子
の
、「
気
象
」（「
私
欲
盡
去
、
便
純
是
溫
和

沖
粹
之
氣
、
乃
天
地
生
物
之
心
。
其
餘
人
所
以
未
仁
者
、
只
是
心
中
未
有
此
氣
象
」、
つ

ま
り
、心
の
状
態
）
が
「
従
容
」（「
問
「
君
子
泰
而
不
驕
」。
曰
、泰
是
從
容
自
在
底
意
思
、

驕
便
有
私
意
。」「
聖
人
不
思
不
勉
、
而
從
容
中
道
、
無
非
實
理
之
流
行
、
則
聖
人
與
天

如
一
、
即
天
之
道
也
」、
つ
ま
り
、
私
意
・
憶
測
が
な
く
て
「
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）

に
適
わ
な
い
こ
と
は
な
い
ゆ
っ
た
り
し
た
自
然
体
）
で
あ
り
、「
誠
意
」（「
格
物
者
、
窮

事
事
物
物
之
理
。
致
知
者
、
知
事
事
物
物
之
理
。
無
所
不
知
、
知
其
不
善
之
必
不
可
為
、

故
意
誠
。
意
既
誠
、
則
好
樂
自
不
足
以
動
其
心
、
故
心
正
。」「
格
物
、
致
知
、
正
心
、

誠
意
、
不
可
著
纖
毫
私
意
在
其
中
」「
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
知
與
意
皆
從
心
出
來
。
知

則
主
於
別
識
、
意
則
主
於
營
為
。
知
近
性
、
近
體
。
意
近
情
、
近
用
」、
つ
ま
り
、
行
い

に
ほ
ん
の
少
し
の
私
意
・
憶
測
も
介
入
さ
せ
な
い
こ
と
）
が
「
懇
至
」（『
中
庸
章
句
』「
肫

肫
其
仁
。」
朱
子
注
「
肫
肫
、
懇
至
貌
。」『
礼
記
集
説
』
中
庸
「
鄭
氏
曰
、
…
。
肫
肫
、

讀
如
誨
爾
忳
忳
之
忳
、
忳
忳
、
懇
誠
貌
也
」、
つ
ま
り
、
極
め
て
誠
実
）
で
あ
っ
て
、
そ

の
遜
っ
て
念
入
り
に
（
相
手
の
歌
を
聴
い
て
、）
人
の
「
善
」
を
覆
い
隠
す
こ
と
を
し
な

い
の
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
、
一
つ
の
些
細
な
事
に
も
、
多
く
の
「
善
」
の
集

ま
り
、（
そ
れ
を
）「
勝
既
」（『
孟
子
集
注
』
梁
恵
王
上
「
不
違
農
時
、
穀
不
可
勝
食
也
。」

朱
子
注
「
不
可
勝
食
、
言
多
也
。」『
春
秋
左
氏
伝
集
解
』
宣
公
十
二
年
伝
「
董
澤
之
蒲
、
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（
つ
ま
り
、仁
義
礼
智
や
孝
や
忠
や
悌
や
信
や
勇
と
い
っ
た
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
）

を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
斯
」（「
問
、「
君
子
道
者
三
」
章
、
謝
氏
就
「
正
、

動
、
出
」
上
用
工
。
竊
謂
此
三
句
、
其
要
緊
處
皆
是
「
斯
」
字
上
。
蓋
斯
者
、
便
自
然

如
此
也
。
才
動
容
貌
、
便
自
然
遠
暴
慢
。
非
平
昔
涵
養
之
熟
、
何
以
至
此
。
此
三
句
乃

以
效
言
、
非
指
用
功
地
步
也
。
曰
、
是
如
此
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
自
然
に
）
聖
人

の
域
に
達
す
る
こ
と
に
な
り
、
だ
か
ら
「
居
ら
ず
。」（
つ
ま
り
自
分
の
こ
と
を
「
聖
人
」

と
自
負
す
る
こ
と
を
さ
れ
な
か
っ
た
。）「
猶
ほ
君
子
の
道
な
る
者
は
三
、
我
能
く
す
る

こ
と
無
し
と
言
ふ
が
ご
と
し
。」（『
論
語
集
注
』
憲
問
「
子
曰
、君
子
道
者
三
、我
無
能
焉
。

仁
者
不
憂
、
知
者
不
惑
、
勇
者
不
懼
。」
朱
子
注
「
自
責
以
勉
人
也
」、
つ
ま
り
、「
君
子

の
道
な
る
者
は
三
、我
能
く
す
る
こ
と
無
し
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。）

　莫
、
疑
辭
。
猶
人
、
言
不
能
過
人
、
而
尚
可
以
及
人
。
未
之
有
得
、
則
全
未
有
得
、

皆
自
謙
之
辭
、
而
足
以
見
言
行
之
難
易
緩
急
、
欲
人
之
勉
其
實
也
。
謝
氏
曰
、
文
雖
聖

人
無
不
與
人
同
、
故
不
遜
。
能
躬
行
君
子
、
斯
可
以
入
聖
、
故
不
居
。
猶
言
君
子
道
者

三
我
無
能
焉
。

第
三
十
三
章

子
曰
、
若
聖
與
仁
、
則
吾
豈
敢
。
抑
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
、
則
可
謂
云
爾
已
矣
。

公
西
華
曰
、
正
唯
弟
子
不
能
學
也
。

（「
聖
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
従
順
（
親
に
仕
え
る
場
合
）
と
和
睦
（
兄

長
に
仕
え
る
場
合
）
の
「
美
」（
つ
ま
り
徳
）
が
心
に
充
実
に
備
わ
っ
て
い
て
、

そ
の
心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
美
」
が
身
体
（
四
支
）
に
現
れ
て
、
事
業
に
施
さ
れ

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
跡
も
な
い
よ
う
に
消
え
さ
せ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
跡
も
な
い
よ
う
に
消
え

さ
せ
れ
ば
、
思
わ
な
く
て
も
励
ま
な
く
て
も
（
つ
ま
り
特
に
意
識
し
な
く
て
も
）

自
然
に
す
べ
て
が
常
に
「
理
」
に
適
う
の
で
あ
る
。「
仁
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ

ま
り
、「
私
欲
」（「
私
意
」、
つ
ま
り
恣
意
・
憶
測
）
が
尽
く
除
去
さ
れ
て
、「
心
徳
」

つ
ま
り
、
心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
性
」）
が
完
全
で
あ
り
、「
人
道
」（
つ
ま
り
、

人
間
の
心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
仁
義
禮
智
の
性
」）
が
完
備
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
聖
と
仁
の
こ
と
な
ら
ば
、
私
は
ど
う
し
て
自
負
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
れ
を
学
ん
で
厭
き
ず
、
そ
れ
を
人
に
教
え
て
怠
ら
な
い
こ

と
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
だ
。」
孔
子
弟
子
の
公
西
華
が
言
っ
た
。「
そ

れ
こ
そ
弟
子
た
ち
の
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。」

集
注
：

　こ
れ
も
ま
た
孔
子
の
遜
る
言
葉
で
あ
る
。「
聖
」
と
は
、「
大
に
し
て
之
を
化
す
。」（「
仁

之
與
聖
所
以
異
者
、「
大
而
化
之
之
謂
聖
」。
若
大
而
未
化
之
、
只
可
謂
之
仁
。
此
其
所

以
異
。」「
又
問
、「「
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
謂
神
」、
非
是
聖
上
別
有
一
般

神
人
、
但
聖
人
有
不
可
知
處
、
便
是
神
也
。」
又
以
上
竿
弄
瓶
、
習
化
其
高
為
喻
、
則
其

說
亦
既
明
矣
。
但
大
而
化
之
之
聖
、
此
句
各
有
一
說
、
未
知
其
意
同
否
。
伊
川
曰
、「「
大

而
化
之
」、
只
是
理
與
己
一
。
其
未
化
者
、
如
人
操
尺
度
量
物
、
用
之
尚
不
免
有
差
。
至

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））

　
　
孫

　
路
易

（5）

可
勝
旣
乎
。」
杜
預
集
解
「
旣
、
盡
也
」、
つ
ま
り
、
挙
げ
て
尽
く
す
こ
と
）
が
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
、
読
む
者
は
詳
し
く
吟
味
す
べ
で
あ
る
。

　和
、
去
聲
。
反
、
復
也
。
必
使
復
歌
者
、
欲
得
其
詳
而
取
其
善
也
。
而
後
和
之
者
、

喜
得
其
詳
而
與
其
善
也
。
此
見
聖
人
氣
象
從
容
、
誠
意
懇
至
、
而
其
謙
遜
審
密
、
不
掩

人
善
又
如
此
。
蓋
一
事
之
微
、
而
衆
善
之
集
、
有
不
可
勝
既
者
焉
、
讀
者
宜
詳
味
之
。

第
三
十
二
章

子
曰
、
文
、
莫
吾
猶
人
也
。
躬
行
君
子
、
則
吾
未
之
有
得
。

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
私
の
文
章
は
、（
人
並
み
外
れ
て
秀
で
る
こ
と
は
な
く
、）

人
と
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。「
君
子
」（
つ
ま
り
、
仁
義
礼
智
や
孝
や
忠
や
悌
や

信
や
勇
と
い
っ
た
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
）
を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
も
、
私

は
全
く
ま
だ
で
き
た
こ
と
は
な
い
の
だ
。」

集
注
：

　「莫
は
、
疑
辞
。
猶
ほ
人
の
ご
と
し
は
、
人
に
過
ぐ
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
尚
ほ
以

て
人
に
及
ぶ
可
き
を
言
ふ
。」（「「
文
、
莫
吾
猶
人
也
」。
莫
是
疑
辭
、
猶
今
人
云
「
莫
是

如
此
否
」。」「
言
文
則
吾
與
人
一
般
、如
云
「
聽
訟
、吾
猶
人
也
。」『
論
語
集
解
義
疏
』「
子

曰
、
文
、
莫
吾
猶
人
也
。」
何
晏
集
解
「
莫
、
無
也
。
文
無
者
、
猶
俗
言
文
不
也
。
文
不

吾
猶
人
者
、
言
凡
文
皆
不
勝
於
人
也
。」
皇
侃
義
疏
「
文
、
文
章
也
。
莫
、
無
也
。
無
、

猶
不
也
。
孔
子
言
我
之
文
章
、
不
勝
於
人
、
故
曰
吾
猶
人
也
」、
つ
ま
り
、「
莫
」
は
、

疑
問
を
表
す
言
葉
で
あ
る
が
、「
莫
是
如
此
否
」
は
「
不
是
如
此
否
」
に
当
た
り
、「
莫
」

は
「
不
」
と
同
義
で
あ
る
。「
猶
人
」
は
、
人
並
み
外
れ
て
秀
で
る
こ
と
は
な
く
、
人
と

だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
言
う
、と
い
う
こ
と
。）「
未
だ
之
を
得
る
こ
と
有
ら
ず
は
、

則
ち
全
く
未
だ
得
る
こ
と
有
ら
ず
、
皆
な
自
ら
謙
す
る
の
辞
」（「
若
「
躬
行
君
子
、
則

吾
未
之
有
得
」、
此
與
「
君
子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
」
之
意
同
。」『
中
庸
章
句
』「
君

子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
。
所
求
乎
子
、
以
事
父
未
能
也
。
所
求
乎
臣
、
以
事
君
未
能
也
。

所
求
乎
弟
、
以
事
兄
未
能
也
。
所
求
乎
朋
友
、
先
施
之
未
能
也
」、
つ
ま
り
、「
未
だ
之

を
得
る
こ
と
有
ら
ず
」
は
、「
全
く
ま
だ
得
る
こ
と
が
な
い
」
の
こ
と
で
あ
り
、（「
莫
吾

猶
人
也
」
と
同
じ
で
）
ど
れ
も
自
ら
遜
る
言
葉
、と
い
う
こ
と
。
本
章
の
「
莫
吾
猶
人
也
」

と
「
吾
未
之
有
得
」
は
、「
君
子
之
道
四
、丘
未
能
一
焉
。」（『
中
庸
』）
と
「
君
子
道
者
三
、

我
無
能
焉
。」（『
論
語
』
憲
問
）
と
同
義
で
、
皆
孔
子
の
自
ら
遜
る
言
葉
で
あ
る
。「
君

子
を
躬
行
す
る
は
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
孝
、
忠
、
悌
、
信
と
い
っ
た
徳
の
実

行
を
努
め
て
行
う
こ
と
で
あ
る
。）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
十
分
に
「
言
行
」（
こ
こ
で
は
、

つ
ま
り
「
文
」
と
「
躬
行
」）
の
難
易
と
緩
急
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
人
の

そ
の
「
実
」（「「
誠
者
、
天
之
道
」、
誠
是
實
理
、
自
然
不
假
修
為
者
也
。「
誠
之
者
、
人

之
道
」、
是
實
其
實
理
、
則
是
勉
而
為
之
者
也
。」「
或
問
、
誠
是
體
、
仁
是
用
否
。
曰
、

理
一
也
、
以
其
實
有
、
故
謂
之
誠
。
以
其
體
言
、
則
有
仁
義
禮
智
之
實
。
以
其
用
言
、

則
有
惻
隱
、
羞
惡
、
恭
敬
、
是
非
之
實
。」「「
道
之
以
德
」、
是
躬
行
其
實
、
以
為
民
先
。

如
必
自
盡
其
孝
、
而
後
可
以
教
民
孝
。
自
盡
其
弟
、
而
後
可
以
教
民
弟
、
如
此
類
」、
つ

ま
り
、「
実
理
」
と
し
て
の
仁
義
礼
智
や
孝
や
悌
の
徳
）
を
努
め
て
行
う
こ
と
を
望
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。
謝
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
文
は
、
聖
人
は
人
と
同
じ
で
な
い
こ
と

は
な
い
、だ
か
ら
「
遜
せ
ず
」（
つ
ま
り
「
猶
ほ
人
の
ご
と
し
」
と
言
わ
れ
た
）。「
君
子
」
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（
つ
ま
り
、仁
義
礼
智
や
孝
や
忠
や
悌
や
信
や
勇
と
い
っ
た
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
）

を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
斯
」（「
問
、「
君
子
道
者
三
」
章
、
謝
氏
就
「
正
、

動
、
出
」
上
用
工
。
竊
謂
此
三
句
、
其
要
緊
處
皆
是
「
斯
」
字
上
。
蓋
斯
者
、
便
自
然

如
此
也
。
才
動
容
貌
、
便
自
然
遠
暴
慢
。
非
平
昔
涵
養
之
熟
、
何
以
至
此
。
此
三
句
乃

以
效
言
、
非
指
用
功
地
步
也
。
曰
、
是
如
此
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
自
然
に
）
聖
人

の
域
に
達
す
る
こ
と
に
な
り
、
だ
か
ら
「
居
ら
ず
。」（
つ
ま
り
自
分
の
こ
と
を
「
聖
人
」

と
自
負
す
る
こ
と
を
さ
れ
な
か
っ
た
。）「
猶
ほ
君
子
の
道
な
る
者
は
三
、
我
能
く
す
る

こ
と
無
し
と
言
ふ
が
ご
と
し
。」（『
論
語
集
注
』
憲
問
「
子
曰
、君
子
道
者
三
、我
無
能
焉
。

仁
者
不
憂
、
知
者
不
惑
、
勇
者
不
懼
。」
朱
子
注
「
自
責
以
勉
人
也
」、
つ
ま
り
、「
君
子

の
道
な
る
者
は
三
、我
能
く
す
る
こ
と
無
し
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。）

　莫
、
疑
辭
。
猶
人
、
言
不
能
過
人
、
而
尚
可
以
及
人
。
未
之
有
得
、
則
全
未
有
得
、

皆
自
謙
之
辭
、
而
足
以
見
言
行
之
難
易
緩
急
、
欲
人
之
勉
其
實
也
。
謝
氏
曰
、
文
雖
聖

人
無
不
與
人
同
、
故
不
遜
。
能
躬
行
君
子
、
斯
可
以
入
聖
、
故
不
居
。
猶
言
君
子
道
者

三
我
無
能
焉
。

第
三
十
三
章

子
曰
、
若
聖
與
仁
、
則
吾
豈
敢
。
抑
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
、
則
可
謂
云
爾
已
矣
。

公
西
華
曰
、
正
唯
弟
子
不
能
學
也
。

（「
聖
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
従
順
（
親
に
仕
え
る
場
合
）
と
和
睦
（
兄

長
に
仕
え
る
場
合
）
の
「
美
」（
つ
ま
り
徳
）
が
心
に
充
実
に
備
わ
っ
て
い
て
、

そ
の
心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
美
」
が
身
体
（
四
支
）
に
現
れ
て
、
事
業
に
施
さ
れ

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
跡
も
な
い
よ
う
に
消
え
さ
せ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
跡
も
な
い
よ
う
に
消
え

さ
せ
れ
ば
、
思
わ
な
く
て
も
励
ま
な
く
て
も
（
つ
ま
り
特
に
意
識
し
な
く
て
も
）

自
然
に
す
べ
て
が
常
に
「
理
」
に
適
う
の
で
あ
る
。「
仁
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ

ま
り
、「
私
欲
」（「
私
意
」、
つ
ま
り
恣
意
・
憶
測
）
が
尽
く
除
去
さ
れ
て
、「
心
徳
」

つ
ま
り
、
心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
性
」）
が
完
全
で
あ
り
、「
人
道
」（
つ
ま
り
、

人
間
の
心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
仁
義
禮
智
の
性
」）
が
完
備
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
聖
と
仁
の
こ
と
な
ら
ば
、
私
は
ど
う
し
て
自
負
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
れ
を
学
ん
で
厭
き
ず
、
そ
れ
を
人
に
教
え
て
怠
ら
な
い
こ

と
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
だ
。」
孔
子
弟
子
の
公
西
華
が
言
っ
た
。「
そ

れ
こ
そ
弟
子
た
ち
の
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。」

集
注
：

　こ
れ
も
ま
た
孔
子
の
遜
る
言
葉
で
あ
る
。「
聖
」
と
は
、「
大
に
し
て
之
を
化
す
。」（「
仁

之
與
聖
所
以
異
者
、「
大
而
化
之
之
謂
聖
」。
若
大
而
未
化
之
、
只
可
謂
之
仁
。
此
其
所

以
異
。」「
又
問
、「「
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
謂
神
」、
非
是
聖
上
別
有
一
般

神
人
、
但
聖
人
有
不
可
知
處
、
便
是
神
也
。」
又
以
上
竿
弄
瓶
、
習
化
其
高
為
喻
、
則
其

說
亦
既
明
矣
。
但
大
而
化
之
之
聖
、
此
句
各
有
一
說
、
未
知
其
意
同
否
。
伊
川
曰
、「「
大

而
化
之
」、
只
是
理
與
己
一
。
其
未
化
者
、
如
人
操
尺
度
量
物
、
用
之
尚
不
免
有
差
。
至

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））

　
　
孫

　
路
易

（5）

可
勝
旣
乎
。」
杜
預
集
解
「
旣
、
盡
也
」、
つ
ま
り
、
挙
げ
て
尽
く
す
こ
と
）
が
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
、
読
む
者
は
詳
し
く
吟
味
す
べ
で
あ
る
。

　和
、
去
聲
。
反
、
復
也
。
必
使
復
歌
者
、
欲
得
其
詳
而
取
其
善
也
。
而
後
和
之
者
、

喜
得
其
詳
而
與
其
善
也
。
此
見
聖
人
氣
象
從
容
、
誠
意
懇
至
、
而
其
謙
遜
審
密
、
不
掩

人
善
又
如
此
。
蓋
一
事
之
微
、
而
衆
善
之
集
、
有
不
可
勝
既
者
焉
、
讀
者
宜
詳
味
之
。

第
三
十
二
章

子
曰
、
文
、
莫
吾
猶
人
也
。
躬
行
君
子
、
則
吾
未
之
有
得
。

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
私
の
文
章
は
、（
人
並
み
外
れ
て
秀
で
る
こ
と
は
な
く
、）

人
と
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。「
君
子
」（
つ
ま
り
、
仁
義
礼
智
や
孝
や
忠
や
悌
や

信
や
勇
と
い
っ
た
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
）
を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
も
、
私

は
全
く
ま
だ
で
き
た
こ
と
は
な
い
の
だ
。」

集
注
：

　「莫
は
、
疑
辞
。
猶
ほ
人
の
ご
と
し
は
、
人
に
過
ぐ
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
尚
ほ
以

て
人
に
及
ぶ
可
き
を
言
ふ
。」（「「
文
、
莫
吾
猶
人
也
」。
莫
是
疑
辭
、
猶
今
人
云
「
莫
是

如
此
否
」。」「
言
文
則
吾
與
人
一
般
、如
云
「
聽
訟
、吾
猶
人
也
。」『
論
語
集
解
義
疏
』「
子

曰
、
文
、
莫
吾
猶
人
也
。」
何
晏
集
解
「
莫
、
無
也
。
文
無
者
、
猶
俗
言
文
不
也
。
文
不

吾
猶
人
者
、
言
凡
文
皆
不
勝
於
人
也
。」
皇
侃
義
疏
「
文
、
文
章
也
。
莫
、
無
也
。
無
、

猶
不
也
。
孔
子
言
我
之
文
章
、
不
勝
於
人
、
故
曰
吾
猶
人
也
」、
つ
ま
り
、「
莫
」
は
、

疑
問
を
表
す
言
葉
で
あ
る
が
、「
莫
是
如
此
否
」
は
「
不
是
如
此
否
」
に
当
た
り
、「
莫
」

は
「
不
」
と
同
義
で
あ
る
。「
猶
人
」
は
、
人
並
み
外
れ
て
秀
で
る
こ
と
は
な
く
、
人
と

だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
言
う
、と
い
う
こ
と
。）「
未
だ
之
を
得
る
こ
と
有
ら
ず
は
、

則
ち
全
く
未
だ
得
る
こ
と
有
ら
ず
、
皆
な
自
ら
謙
す
る
の
辞
」（「
若
「
躬
行
君
子
、
則

吾
未
之
有
得
」、
此
與
「
君
子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
」
之
意
同
。」『
中
庸
章
句
』「
君

子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
。
所
求
乎
子
、
以
事
父
未
能
也
。
所
求
乎
臣
、
以
事
君
未
能
也
。

所
求
乎
弟
、
以
事
兄
未
能
也
。
所
求
乎
朋
友
、
先
施
之
未
能
也
」、
つ
ま
り
、「
未
だ
之

を
得
る
こ
と
有
ら
ず
」
は
、「
全
く
ま
だ
得
る
こ
と
が
な
い
」
の
こ
と
で
あ
り
、（「
莫
吾

猶
人
也
」
と
同
じ
で
）
ど
れ
も
自
ら
遜
る
言
葉
、と
い
う
こ
と
。
本
章
の
「
莫
吾
猶
人
也
」

と
「
吾
未
之
有
得
」
は
、「
君
子
之
道
四
、丘
未
能
一
焉
。」（『
中
庸
』）
と
「
君
子
道
者
三
、

我
無
能
焉
。」（『
論
語
』
憲
問
）
と
同
義
で
、
皆
孔
子
の
自
ら
遜
る
言
葉
で
あ
る
。「
君

子
を
躬
行
す
る
は
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
孝
、
忠
、
悌
、
信
と
い
っ
た
徳
の
実

行
を
努
め
て
行
う
こ
と
で
あ
る
。）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
十
分
に
「
言
行
」（
こ
こ
で
は
、

つ
ま
り
「
文
」
と
「
躬
行
」）
の
難
易
と
緩
急
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
人
の

そ
の
「
実
」（「「
誠
者
、
天
之
道
」、
誠
是
實
理
、
自
然
不
假
修
為
者
也
。「
誠
之
者
、
人

之
道
」、
是
實
其
實
理
、
則
是
勉
而
為
之
者
也
。」「
或
問
、
誠
是
體
、
仁
是
用
否
。
曰
、

理
一
也
、
以
其
實
有
、
故
謂
之
誠
。
以
其
體
言
、
則
有
仁
義
禮
智
之
實
。
以
其
用
言
、

則
有
惻
隱
、
羞
惡
、
恭
敬
、
是
非
之
實
。」「「
道
之
以
德
」、
是
躬
行
其
實
、
以
為
民
先
。

如
必
自
盡
其
孝
、
而
後
可
以
教
民
孝
。
自
盡
其
弟
、
而
後
可
以
教
民
弟
、
如
此
類
」、
つ

ま
り
、「
実
理
」
と
し
て
の
仁
義
礼
智
や
孝
や
悌
の
徳
）
を
努
め
て
行
う
こ
と
を
望
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。
謝
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
文
は
、
聖
人
は
人
と
同
じ
で
な
い
こ
と

は
な
い
、だ
か
ら
「
遜
せ
ず
」（
つ
ま
り
「
猶
ほ
人
の
ご
と
し
」
と
言
わ
れ
た
）。「
君
子
」
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誨
人
、
畢
竟
是
以
甚
麼
物
事
誨
人
。
這
便
知
得
是
、
為
之
是
為
仁
聖
之
道
、
誨
之
是
以

仁
聖
之
道
誨
人
」、
つ
ま
り
、「
こ
れ
を
為
す
」
と
は
、「
仁
」
と
「
聖
」
の
「
道
」（「
曰
、

夫
子
分
明
說
「
夫
仁
者
」、
則
是
言
仁
之
道
如
此
。「
可
謂
仁
之
方
也
已
」、
則
是
言
求
仁

當
如
此
」、こ
こ
で
は
、つ
ま
り
、「
仁
」
や
「
聖
」
の
具
体
的
な
内
容
）
を
学
ぶ
こ
と
（
詳

し
く
は
後
述
）
を
言
い
、
人
を
教
え
る
と
は
、
ま
た
こ
れ
（
つ
ま
り
「
仁
」
と
「
聖
」

の
「
道
」）
を
人
に
教
え
る
こ
と
を
言
う
、と
い
う
こ
と
。）「
然
れ
ど
も
厭
は
ず
倦
ま
ず
は
、

己
之
有
る
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
能
は
ず
、
弟
子
学
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
所
以
な
り
。」（「
其
他

人
為
之
、
誨
人
不
能
無
厭
倦
時
。
惟
聖
人
則
不
厭
、
不
倦
。「
正
唯
弟
子
不
能
學
也
」、

言
正
是
弟
子
不
能
學
處
。
這
若
不
是
公
西
華
親
曾
去
做
來
、
親
見
是
恁
地
、
如
何
解
恁

地
說
。」「
夫
子
固
多
謙
辭
、
到
得
說
「
抑
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
」、
公
西
華
便
識
得
。

所
以
有
「
正
唯
弟
子
不
能
學
也
」
之
說
、
便
說
道
聖
人
有
不
讓
處
」、
つ
ま
り
、
し
か
し
、

「
厭
は
ず
倦
ま
ず
」（『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
上
「
孔
子
曰
、
聖
則
吾
不
能
、
我
學
不
厭
而

教
不
倦
也
。」
朱
子
注
「
學
不
厭
者
、
智
之
所
以
自
明
。
教
不
倦
者
、
仁
之
所
以
及
物
」、

つ
ま
り
、「
聖
」
を
学
ん
で
厭
き
な
い
か
ら
、「
智
」
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
、

「
仁
」
を
人
に
教
え
て
怠
ら
な
い
か
ら
、「
仁
」
を
人
々
に
及
ぼ
す
の
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
）
は
、
自
身
が
「
之
有
る
に
非
ざ
れ
ば
」（
つ
ま
り
、「
仁
」
と
「
聖
」
の
域
に
達

し
て
そ
の
「
道
」
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
）
で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
、

こ
れ
が
、
公
西
華
が
「
弟
子
が
（「
之
」
を
）
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た

そ
の
原
因
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
。）
晁
氏
が
言
っ
た
。「
当
時
で
は
、孔
子
の
こ
と
を
「
聖

且
つ
仁
」と
称
賛
す
る
人
が
あ
っ
た
か
ら
、こ
れ
で
孔
子
が「
吾
れ
豈
に
敢
へ
て
せ
ん
や
。」

と
辞
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
し
辞
さ
れ
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
は
「
天
下
の
材
を

進
め
」（「
或
問
、
集
注
言
「
才
、
猶
材
質
。」「
才
」
與
「
材
」
字
之
別
如
何
。
曰
、「
才
」

字
是
就
理
義
上
說
、「
材
」
字
是
就
用
上
說
。
孟
子
上
說
「
人
見
其
濯
濯
也
、
則
以
為
未

嘗
有
材
」、
是
用
「
木
」
旁
「
材
」
字
、
便
是
指
適
用
底
說
、「
非
天
之
降
才
爾
殊
」、
便

是
就
理
義
上
說
。
又
問
、「
才
」
字
是
以
其
能
解
作
用
底
說
、
材
質
是
合
形
體
說
否
。
曰
、

是
兼
形
體
說
、
便
是
說
那
好
底
材
。
又
問
、
如
說
材
料
相
似
否
。
曰
、
是
。」「
曰
、
公

是
仁
之
方
法
、人
是
仁
之
材
料
。
有
此
人
、方
有
此
仁
。」「「
力
不
足
者
、中
道
而
廢
」。
廢
、

是
好
學
而
不
能
進
之
人
、
或
是
不
會
做
工
夫
、
或
是
材
質
不
可
勉
者
。「
今
女
畫
」。
畫
、

是
自
畫
、
乃
自
謂
材
質
不
敏
而
不
肯
為
學
者
」、
つ
ま
り
、
人
々
の
素
質
を
高
め
）、「
天

下
の
善
を
率
い
る
」（『
大
学
』「
堯
舜
帥
天
下
以
仁
、而
民
從
之
。」
朱
子
注
「
有
善
於
己
、

然
後
可
以
責
人
之
善
。
無
惡
於
己
、然
後
可
以
正
人
之
惡
。
皆
推
己
以
及
人
、所
謂
恕
也
」、

つ
ま
り
、善
な
る
人
々
を
導
く
）
こ
と
が
で
き
ず
、ま
さ
に
「
仁
」
と
「
聖
」
を
「
虚
器
」

（「
趙
叔
平
、
樂
易
厚
善
人
也
。
平
生
做
工
夫
、
欲
驗
心
善
惡
之
多
少
、
以
一
器
盛
黑
豆
、

一
器
盛
白
豆
、
中
間
置
一
虛
器
。
才
一
善
念
動
、
則
取
白
豆
投
其
中
。
惡
念
動
、
則
取

黑
豆
投
其
中
。
至
夜
、
則
倒
虛
器
中
之
豆
、
觀
其
黑
白
、
以
驗
善
惡
之
多
少
」、
つ
ま
り
、

空
っ
ぽ
の
容
器
の
こ
と
で
あ
る
が
、即
ち
、中
身
の
な
い
も
の
）
と
さ
せ
て
し
ま
い
、人
々

が
終
に
（「
聖
」
と
「
仁
」
の
域
に
）
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

孔
子
は
「
仁
」
と
「
聖
」
と
自
負
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「「
聖
」
を
学
ん
で
厭
き
ず
、「
仁
」

を
人
に
教
え
て
怠
ら
ず
」
と
自
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。「
爾
（
し
）
か
云
ふ
と

謂
ふ
可
き
の
み
」
と
は
、「
ほ
か
に
は
な
い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。「
公
西
華
」

（「
赤
、
孔
子
弟
子
、
姓
公
西
、
字
子
華
。」「
子
華
、
公
西
赤
也
」、
つ
ま
り
、
孔
子
弟
子

の
公
西
赤
）
が
仰
い
で
「
正
に
唯
だ
弟
子
学
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。」（
そ
れ
こ
そ
弟

子
た
ち
の
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。）
と
嘆
い
た
の
は
、
彼
も
ま
た
孔
子

の
「
意
」（
つ
ま
り
、「
聖
且
つ
仁
」
と
称
賛
さ
れ
る
こ
と
を
辞
さ
れ
た
も
の
の
、「
之
を

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））
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於
化
、
則
己
便
是
尺
度
、
尺
度
便
是
己
。」
橫
渠
云
「
大
能
成
性
謂
之
聖
。」
近
又
聞
先

生
云
「
化
其
大
之
跡
謂
聖
。」
竊
嘗
玩
味
三
者
之
言
、
恐
是
一
意
、
不
知
是
否
。
曰
、
然
。」

『
孟
子
集
注
』
尽
心
下
「
充
實
之
謂
美
、
充
實
而
有
光
輝
之
謂
大
、
大
而
化
之
之
謂
聖
。」

朱
子
注
「「
力
行
其
善
、至
於
充
滿
而
積
實
、則
美
在
其
中
而
無
待
於
外
矣
。」「
和
順
積
中
、

而
英
華
發
外
。
美
在
其
中
、而
暢
於
四
支
、發
於
事
業
、則
德
業
至
盛
而
不
可
加
矣
。」「
大

而
能
化
、
使
其
大
者
泯
然
無
復
可
見
之
跡
、
則
不
思
不
勉
、
從
容
中
道
、
而
非
人
力
之

所
能
為
矣
。」」『
論
語
集
注
』
憲
問
「
有
德
者
必
有
言
。」
朱
子
注
「
有
德
者
、和
順
積
中
、

英
華
發
外
」、
つ
ま
り
、「
大
」
と
は
、「
和
順
」（『
論
語
集
注
』
学
而
「
其
為
人
也
孝
弟
。」

朱
子
注
「
善
事
父
母
為
孝
、
善
事
兄
長
為
弟
。
…
。
此
言
人
能
孝
弟
、
則
其
心
和
順
」、

つ
ま
り
、
従
順
（
親
に
仕
え
る
場
合
）
と
和
睦
（
兄
長
に
仕
え
る
場
合
）
の
「
美
」（
つ

ま
り
徳
）
が
心
に
充
実
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、「
之
を
化
す
」
と
は
、
そ
の
心

に
備
わ
っ
て
い
る
「
美
」
が
身
体
（
四
支
）
に
現
れ
て
、
事
業
に
施
さ
れ
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
跡
も
な
い
よ
う
に
消
え
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
跡
も
な
い
よ
う
に
消
え
さ
せ
れ
ば
、
思
わ
な
く
て
も
励

ま
な
く
て
も
（
つ
ま
り
特
に
意
識
し
な
く
て
も
）「
従
容
と
し
て
道
に
中
る
」（「
聖
人
「
不

勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
」、
亦
只
是
此
心
常
存
、
理
常
明
、
故
能
如
此
。
賢
人

所
以
異
於
聖
人
、
衆
人
所
以
異
於
賢
人
、
亦
只
爭
這
些
子
境
界
、
存
與
不
存
而
已
。「
聖

人
不
思
不
勉
、
而
從
容
中
道
、
無
非
實
理
之
流
行
、
則
聖
人
與
天
如
一
、
即
天
之
道
也
。」

『
中
庸
章
句
』「
誠
者
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
、
聖
人
也
。」
朱
子
注
「
聖
人

之
德
、
渾
然
天
理
、
真
實
無
妄
、
不
待
思
勉
而
從
容
中
道
、
則
亦
天
之
道
也
。
未
至
於
聖
、

則
不
能
無
人
欲
之
私
、
而
其
為
德
不
能
皆
實
。
故
未
能
不
思
而
得
、
則
必
擇
善
、
然
後

可
以
明
善
。
未
能
不
勉
而
中
、
則
必
固
執
、
然
後
可
以
誠
身
、
此
則
所
謂
人
之
道
也
。

不
思
而
得
、
生
知
也
。
不
勉
而
中
、
安
行
也
」、
つ
ま
り
、
自
然
に
す
べ
て
が
常
に
「
理
」

に
適
う
の
で
あ
る
。）「
仁
」
は
、「
則
ち
心
徳
の
全
、
人
道
の
備
な
り
。」（『
論
語
集
注
』

顔
淵
「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、
克
己
復
禮
為
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
為
仁

由
己
、
而
由
人
乎
哉
。」
朱
子
注
「
仁
者
、
本
心
之
全
德
。
克
、
勝
也
。
己
、
謂
身
之
私

欲
也
。
復
、
反
也
。
禮
者
、
天
理
之
節
文
也
。
為
仁
者
、
所
以
全
其
心
之
德
也
。
蓋
心

之
全
德
、
莫
非
天
理
、
而
亦
不
能
不
壞
於
人
欲
、
故
為
仁
者
必
有
以
勝
私
欲
而
復
於
禮
、

則
事
皆
天
理
、
而
本
心
之
德
復
全
於
我
矣
。」『
論
語
集
注
』
述
而
「
依
於
仁
。」
朱
子
注

「
依
者
、
不
違
之
謂
。
仁
、
則
私
欲
盡
去
而
心
德
之
全
也
。
功
夫
至
此
而
無
終
食
之
違
、

則
存
養
之
熟
、
無
適
而
非
天
理
之
流
行
矣
」、
つ
ま
り
、「
私
欲
」（「
私
意
」、
つ
ま
り
私

意
・
憶
測
）
が
尽
く
除
去
さ
れ
て
、「
心
徳
」（「
耳
之
德
聰
、
目
之
德
明
、
心
之
德
仁
。」

「
目
之
視
、
便
有
明
之
理
。
耳
之
聽
、
便
有
聰
之
理
。」「
能
視
遠
謂
之
明
、
所
視
不
遠
、

不
謂
之
明
。
能
聽
德
謂
之
聰
、
所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
。
視
聽
是
物
、
聰
明
是
則
。
推

至
於
口
之
於
味
、
鼻
之
於
臭
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
。
所
謂
窮
理
者
、
窮
此
而
已
」、
つ

ま
り
、
朱
子
に
あ
っ
て
は
、「
徳
」
と
「
性
」
と
「
理
」
は
同
義
の
概
念
と
さ
れ
る
傾
向

が
あ
り
、「
心
徳
」
は
即
ち
、心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
性
」
の
こ
と
）
の
完
全
で
あ
り
、「
人

道
」（「
又
曰
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
天
道
是
體
、
人
道
是
用
。」「
人
與
物
之
性
皆
同
、

故
循
人
之
性
則
為
人
道
、
循
馬
牛
之
性
則
為
馬
牛
之
道
。
若
不
循
其
性
、
令
馬
耕
牛
馳
、

則
失
其
性
、
而
非
馬
牛
之
道
矣
。」「
以
天
道
言
之
、
為
元
亨
利
貞
。
以
四
時
言
之
、
為

春
夏
秋
冬
。
以
人
道
言
之
、
為
仁
義
禮
智
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
人
間
の
心
に
備
わ
っ

て
い
る
「
仁
義
禮
智
の
性
」
こ
と
）
の
完
備
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。）「
之
を
為
す
は
、

仁
と
聖
の
道
を
為
す
を
謂
ふ
。
人
を
誨
ふ
は
、
亦
た
此
を
以
て
人
を
教
ふ
る
を
謂
ふ
な

り
。」（「「
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
」、
他
也
不
曾
說
是
仁
聖
。
但
為
之
、
畢
竟
是
為
箇
甚
麼
。
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誨
人
、
畢
竟
是
以
甚
麼
物
事
誨
人
。
這
便
知
得
是
、
為
之
是
為
仁
聖
之
道
、
誨
之
是
以

仁
聖
之
道
誨
人
」、
つ
ま
り
、「
こ
れ
を
為
す
」
と
は
、「
仁
」
と
「
聖
」
の
「
道
」（「
曰
、

夫
子
分
明
說
「
夫
仁
者
」、
則
是
言
仁
之
道
如
此
。「
可
謂
仁
之
方
也
已
」、
則
是
言
求
仁

當
如
此
」、こ
こ
で
は
、つ
ま
り
、「
仁
」
や
「
聖
」
の
具
体
的
な
内
容
）
を
学
ぶ
こ
と
（
詳

し
く
は
後
述
）
を
言
い
、
人
を
教
え
る
と
は
、
ま
た
こ
れ
（
つ
ま
り
「
仁
」
と
「
聖
」

の
「
道
」）
を
人
に
教
え
る
こ
と
を
言
う
、と
い
う
こ
と
。）「
然
れ
ど
も
厭
は
ず
倦
ま
ず
は
、

己
之
有
る
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
能
は
ず
、
弟
子
学
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
所
以
な
り
。」（「
其
他

人
為
之
、
誨
人
不
能
無
厭
倦
時
。
惟
聖
人
則
不
厭
、
不
倦
。「
正
唯
弟
子
不
能
學
也
」、

言
正
是
弟
子
不
能
學
處
。
這
若
不
是
公
西
華
親
曾
去
做
來
、
親
見
是
恁
地
、
如
何
解
恁

地
說
。」「
夫
子
固
多
謙
辭
、
到
得
說
「
抑
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
」、
公
西
華
便
識
得
。

所
以
有
「
正
唯
弟
子
不
能
學
也
」
之
說
、
便
說
道
聖
人
有
不
讓
處
」、
つ
ま
り
、
し
か
し
、

「
厭
は
ず
倦
ま
ず
」（『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
上
「
孔
子
曰
、
聖
則
吾
不
能
、
我
學
不
厭
而

教
不
倦
也
。」
朱
子
注
「
學
不
厭
者
、
智
之
所
以
自
明
。
教
不
倦
者
、
仁
之
所
以
及
物
」、

つ
ま
り
、「
聖
」
を
学
ん
で
厭
き
な
い
か
ら
、「
智
」
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
、

「
仁
」
を
人
に
教
え
て
怠
ら
な
い
か
ら
、「
仁
」
を
人
々
に
及
ぼ
す
の
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
）
は
、
自
身
が
「
之
有
る
に
非
ざ
れ
ば
」（
つ
ま
り
、「
仁
」
と
「
聖
」
の
域
に
達

し
て
そ
の
「
道
」
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
）
で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
、

こ
れ
が
、
公
西
華
が
「
弟
子
が
（「
之
」
を
）
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た

そ
の
原
因
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
。）
晁
氏
が
言
っ
た
。「
当
時
で
は
、孔
子
の
こ
と
を
「
聖

且
つ
仁
」と
称
賛
す
る
人
が
あ
っ
た
か
ら
、こ
れ
で
孔
子
が「
吾
れ
豈
に
敢
へ
て
せ
ん
や
。」

と
辞
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
し
辞
さ
れ
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
は
「
天
下
の
材
を

進
め
」（「
或
問
、
集
注
言
「
才
、
猶
材
質
。」「
才
」
與
「
材
」
字
之
別
如
何
。
曰
、「
才
」

字
是
就
理
義
上
說
、「
材
」
字
是
就
用
上
說
。
孟
子
上
說
「
人
見
其
濯
濯
也
、
則
以
為
未

嘗
有
材
」、
是
用
「
木
」
旁
「
材
」
字
、
便
是
指
適
用
底
說
、「
非
天
之
降
才
爾
殊
」、
便

是
就
理
義
上
說
。
又
問
、「
才
」
字
是
以
其
能
解
作
用
底
說
、
材
質
是
合
形
體
說
否
。
曰
、

是
兼
形
體
說
、
便
是
說
那
好
底
材
。
又
問
、
如
說
材
料
相
似
否
。
曰
、
是
。」「
曰
、
公

是
仁
之
方
法
、人
是
仁
之
材
料
。
有
此
人
、方
有
此
仁
。」「「
力
不
足
者
、中
道
而
廢
」。
廢
、

是
好
學
而
不
能
進
之
人
、
或
是
不
會
做
工
夫
、
或
是
材
質
不
可
勉
者
。「
今
女
畫
」。
畫
、

是
自
畫
、
乃
自
謂
材
質
不
敏
而
不
肯
為
學
者
」、
つ
ま
り
、
人
々
の
素
質
を
高
め
）、「
天

下
の
善
を
率
い
る
」（『
大
学
』「
堯
舜
帥
天
下
以
仁
、而
民
從
之
。」
朱
子
注
「
有
善
於
己
、

然
後
可
以
責
人
之
善
。
無
惡
於
己
、然
後
可
以
正
人
之
惡
。
皆
推
己
以
及
人
、所
謂
恕
也
」、

つ
ま
り
、善
な
る
人
々
を
導
く
）
こ
と
が
で
き
ず
、ま
さ
に
「
仁
」
と
「
聖
」
を
「
虚
器
」

（「
趙
叔
平
、
樂
易
厚
善
人
也
。
平
生
做
工
夫
、
欲
驗
心
善
惡
之
多
少
、
以
一
器
盛
黑
豆
、

一
器
盛
白
豆
、
中
間
置
一
虛
器
。
才
一
善
念
動
、
則
取
白
豆
投
其
中
。
惡
念
動
、
則
取

黑
豆
投
其
中
。
至
夜
、
則
倒
虛
器
中
之
豆
、
觀
其
黑
白
、
以
驗
善
惡
之
多
少
」、
つ
ま
り
、

空
っ
ぽ
の
容
器
の
こ
と
で
あ
る
が
、即
ち
、中
身
の
な
い
も
の
）
と
さ
せ
て
し
ま
い
、人
々

が
終
に
（「
聖
」
と
「
仁
」
の
域
に
）
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

孔
子
は
「
仁
」
と
「
聖
」
と
自
負
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「「
聖
」
を
学
ん
で
厭
き
ず
、「
仁
」

を
人
に
教
え
て
怠
ら
ず
」
と
自
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。「
爾
（
し
）
か
云
ふ
と

謂
ふ
可
き
の
み
」
と
は
、「
ほ
か
に
は
な
い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。「
公
西
華
」

（「
赤
、
孔
子
弟
子
、
姓
公
西
、
字
子
華
。」「
子
華
、
公
西
赤
也
」、
つ
ま
り
、
孔
子
弟
子

の
公
西
赤
）
が
仰
い
で
「
正
に
唯
だ
弟
子
学
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。」（
そ
れ
こ
そ
弟

子
た
ち
の
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。）
と
嘆
い
た
の
は
、
彼
も
ま
た
孔
子

の
「
意
」（
つ
ま
り
、「
聖
且
つ
仁
」
と
称
賛
さ
れ
る
こ
と
を
辞
さ
れ
た
も
の
の
、「
之
を
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為
し
て
厭
は
ず
、
人
を
誨
へ
て
倦
ま
ず
」
と
自
任
す
る
、
そ
の
意
味
）
を
深
く
理
解
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。」

　此
亦
夫
子
之
謙
辭
也
。
聖
者
、
大
而
化
之
。
仁
、
則
心
德
之
全
而
人
道
之
備
也
。
為
之
、

謂
為
仁
聖
之
道
。
誨
人
、
亦
謂
以
此
教
人
也
。
然
不
厭
不
倦
、
非
己
有
之
則
不
能
、
所

以
弟
子
不
能
學
也
。
晁
氏
曰
、
當
時
有
稱
夫
子
聖
且
仁
者
、
以
故
夫
子
辭
之
。
苟
辭
之

而
已
焉
、
則
無
以
進
天
下
之
材
、
率
天
下
之
善
、
將
使
聖
與
仁
為
虛
器
、
而
人
終
莫
能

至
矣
。
故
夫
子
雖
不
居
仁
聖
、
而
必
以
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
自
處
也
。
可
謂
云
爾
已

矣
者
、
無
他
之
辭
也
。
公
西
華
仰
而
歎
之
、
其
亦
深
知
夫
子
之
意
矣
。

第
三
十
四
章

子
疾
病
、
子
路
請
禱
。
子
曰
、
有
諸
。
子
路
對
曰
、
有
之
。
誄
曰
、
禱
爾
于
上
下

神
祇
。
子
曰
、
丘
之
禱
久
矣
。

（「
疾
病
」
は
、「
疾
甚
、曰
病
。」（『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
子
疾
病
。」
何
晏
注
「
疾

甚
、
曰
病
。」）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
請
祷
」
は
、「
祷
る
」
と
は
、
過
ち
を
改
め
て
善
に
移
っ
て
、
そ

れ
で
神
の
助
け
を
祈
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
生
き
て
い
る
人
の
か
か
っ
た
病

が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
、
こ
の
「
祷
る
」
を
行
う
許
可
を
そ
の
病
人
に
請
う
こ

と
で
あ
る
。「
有
諸
」
と
は
、
そ
う
い
う
「
理
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
祭
礼
に
は

こ
の
「
祷
る
」
に
合
す
る
礼
）
が
あ
っ
た
の
か
、と
い
う
問
い
で
あ
る
。「
誄
」
は
、

『
周
礼
』
に
い
う
「
六
辞
」（
辞
、
命
、
誥
、
会
、
祷
、
誄
）
の
一
つ
で
、
死
を
哀

し
ん
で
死
者
生
前
の
事
跡
を
並
べ
て
叙
述
す
る
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
章

に
い
う
「
誄
」
は
、
生
き
て
い
る
人
の
か
か
っ
た
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
行

わ
れ
る
祈
祷
の
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
。「
上
下
神
祇
」
は
、
つ
ま
り
、
天
地
の
神
々

の
こ
と
で
あ
る
。「
丘
之
禱
久
」
と
は
、
自
分
は
、
過
ち
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の

だ
か
ら
改
め
る
必
要
が
な
い
し
、
不
善
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
か
ら
善
に
移
る

必
要
も
な
い
の
だ
か
ら
、
病
気
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
こ
と
は
、
神
と
関
係
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
神
の
加
護
を
祈
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
孔
子
が
「
私

は
長
い
間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

孔
子
は
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
か
ら
、
子
路
は
「
祷
る
」
を
お
行
い
し
た
い
と
孔

子
に
願
っ
た
。
孔
子
が「
そ
う
い
う
礼
が
あ
っ
た
か
。」と
言
わ
れ
た
。
子
路
が「
あ

り
ま
す
。
誄
に
は
「
爾
を
上
下
の
神
祇
に
祷
る
。」（
な
ん
じ
を
天
地
の
神
々
に
祈

る
。）
と
あ
り
ま
す
。」
と
答
え
た
。
孔
子
は
「
私
は
長
い
間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」

と
言
わ
れ
た
。

集
注
：

　「誄
」
は
、「
力
」「
軌
」
の
反
。「
祷
」
は
、「
鬼
神
に
祷
る
を
謂
ふ
。」（「
問
、
鬼
神

便
是
精
神
魂
魄
、
如
何
。
曰
、
然
。
且
就
這
一
身
看
、
自
會
笑
語
、
有
許
多
聰
明
知
識
、

這
是
如
何
得
恁
地
。
虛
空
之
中
、
忽
然
有
風
有
雨
、
忽
然
有
雷
有
電
、
這
是
如
何
得
恁
地
。

這
都
是
陰
陽
相
感
、
都
是
鬼
神
。
看
得
到
這
裏
、
見
一
身
只
是
箇
軀
殼
在
這
裏
、
內
外

無
非
天
地
陰
陽
之
氣
。」「
問
、
鬼
神
便
只
是
此
氣
否
。
曰
、
又
是
這
氣
裏
面
神
靈
相
似
。」

「
今
且
須
去
理
會
眼
前
事
、
那
箇
鬼
神
事
、
無
形
無
影
、
莫
要
枉
費
心
力
。」「
又
有
所
謂

禱
之
而
應
、
祈
之
而
獲
、
此
亦
所
謂
鬼
神
、
同
一
理
也
。」「
曰
、
祭
祀
致
得
鬼
神
來
格
、
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便
是
就
既
屈
之
氣
又
能
伸
也
。」『
中
庸
』「
子
曰
、
鬼
神
之
為
德
、
其
盛
矣
乎
。」
朱
子

注
「
程
子
曰
、
鬼
神
、
天
地
之
功
用
、
而
造
化
之
跡
也
。
張
子
曰
、
鬼
神
者
、
二
氣
之

良
能
也
。
愚
謂
以
二
氣
言
、
則
鬼
者
陰
之
靈
也
、
神
者
陽
之
靈
也
。
以
一
氣
言
、
則
至

而
伸
者
為
神
、
反
而
歸
者
為
鬼
、
其
實
一
物
而
已
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
天
地
の
神
々

に
祷
る
こ
と
を
言
う
（
詳
し
く
は
後
述
）、
と
い
う
こ
と
。
朱
子
に
あ
っ
て
は
、
伸
び
て

や
っ
て
く
る
気
が
神
で
、
屈
し
て
去
っ
て
行
く
気
が
鬼
で
あ
り
、
そ
れ
が
陰
陽
二
気
の

霊
で
も
あ
り
、
人
間
の
言
動
や
耳
目
の
聡
明
や
識
別
・
認
識
、
ま
た
は
風
雨
雷
電
は
、

皆
陰
陽
二
気
の
相
感
じ
て
生
じ
た
も
の
だ
が
、
皆
鬼
神
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
朱
子
の
い

う
「
鬼
神
」
は
即
ち
、
気
の
働
き
・
作
用
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
祭
祀
の
場
合
、

祭
祀
者
の
招
き
寄
せ
る
こ
と
を
感
じ
た
被
祭
祀
者
（「
鬼
神
」）
が
そ
れ
に
応
じ
て
祭
祀

現
場
の
上
空
に
や
っ
て
く
る
の
は
、
実
際
、
屈
し
て
去
っ
て
い
た
気
が
ま
た
新
た
に
伸

び
て
や
っ
て
き
た
気
の
こ
と
で
あ
る
。）「
有
諸
（
諸
有
り
や
）
は
、
此
の
理
有
り
や
否

や
を
問
ふ
。」（「「
子
路
請
禱
。
子
曰
、
有
諸
。」
要
知
子
路
所
以
請
禱
之
意
是
如
何
、
審

一
審
、
看
他
意
思
著
落
、
再
說
來
、
却
轉
動
不
得
、
方
好
說
與
他
。
或
問
、
有
禱
之
理
否
。

曰
、
子
路
說
「
禱
爾
於
上
下
神
祇
」、
便
是
有
此
理
。
子
路
若
要
禱
、
但
在
我
不
用
禱
耳
。」

「
或
問
子
路
請
禱
處
。
曰
、
子
路
若
不
當
請
、
聖
人
何
不
直
拒
之
、
乃
問
「
有
諸
」、
何
也
。

立
之
對
云
、
聖
人
不
直
拒
子
路
、
故
必
問
之
、
而
後
以
為
無
所
事
禱
。
曰
、
不
然
。
蓋

夫
子
疑
子
路
禱
之
非
正
、
故
以
「
有
諸
」
叩
之
。
及
子
路
舉
誄
、
聖
人
知
非
淫
祀
、
乃
云
、

我
無
所
事
禱
。」「
子
路
請
禱
。
子
曰
「
有
諸
」、
聖
人
不
直
截
截
他
、
待
子
路
說
了
、
然

後
從
容
和
緩
答
他
。
今
人
才
到
請
禱
處
便
截
了
、
聖
人
皆
不
如
此
。「
必
使
反
之
、
而
後

和
之
」、
亦
然
」、
つ
ま
り
、「
有
諸
」
と
は
、
こ
の
「
理
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
祭
礼

に
は
こ
の
「
祷
る
」
に
合
す
る
礼
）
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
、
と
い
う
こ
と
。
孔

子
は
、
そ
の
「
祷
る
」
の
意
味
を
子
路
が
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
を

確
か
め
た
か
っ
た
か
ら
、
子
路
の
請
い
を
直
ち
に
拒
ん
だ
の
で
は
な
く
、「
有
諸
」（
こ

れ
が
あ
っ
た
か
）
と
言
わ
れ
て
、
子
路
に
考
え
る
間
を
与
え
た
の
で
あ
る
。）「
誄
と
は
、

死
を
哀
し
み
て
其
の
行
ひ
を
述
ぶ
る
の
辞
な
り
。」（「
問
、
疾
病
而
禱
、
古
人
固
行
之
矣
。

然
自
典
禮
之
亡
、
世
既
莫
知
所
當
致
禱
之
所
、
緇
黃
巫
覡
始
以
其
說
誣
民
惑
衆
、
而
淫

祀
日
繁
。
今
欲
一
切
屏
絕
、
則
於
君
父
之
疾
、
無
所
用
力
之
際
、
不
一
致
禱
、
在
臣
子

之
心
必
有
慊
然
不
足
者
。
欲
姑
隨
世
俗
而
勉
焉
為
之
、
然
吾
心
既
不
以
為
然
、
亦
必
不

能
於
此
自
致
其
誠
、
況
於
以
所
賤
事
君
親
歟
。
然
則
如
之
何
而
可
。
曰
、
今
自
是
無
所

可
禱
。
如
儀
禮
五
祀
、
今
人
尋
常
皆
不
曾
祀
。
又
尋
常
動
是
越
祭
、
於
小
小
神
物
、
必

以
為
祭
之
無
益
。
某
向
為
郡
禱
旱
時
、
如
舊
例
醮
祭
之
類
、
皆
嘗
至
誠
為
之
。
但
才
見

張
天
師
、
心
下
便
不
信
了
。」『
禮
記
正
義
』
曾
子
問
「
賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
、
禮
也
。」

鄭
玄
注
「
誄
、
累
也
、
累
列
生
時
行
迹
。
誄
之
以
作
諡
、
諡
當
由
尊
者
成
。」『
周
礼
注
疏
』

春
官
宗
伯
「
作
六
辭
以
通
上
下
、
親
疏
、
遠
近
。
一
曰
辭
、
二
曰
命
、
三
曰
誥
、
四
曰
會
、

五
曰
禱
、六
曰
誄
。」
賈
公
彦
疏
「
云
「
誄
、謂
積
累
生
時
德
行
、以
賜
之
命
」、而
引
「
春

秋
傳
曰
」
者
、
哀
公
十
六
年
傳
辭
、
此
義
後
鄭
從
之
。
引
論
語
者
、
為
孔
子
病
、
子
路

請
禱
、
孔
子
問
曰
、
有
諸
。
子
路
對
此
辭
。
生
人
有
疾
亦
誄
、
列
生
時
德
行
而
為
辭
、

與
哀
公
誄
孔
子
意
同
、
故
引
以
相
續
」、
つ
ま
り
、「
誄
」
と
は
、
死
を
哀
し
ん
で
死
者

生
前
の
事
跡
を
並
べ
て
叙
述
す
る
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
こ
の
章
に
い

う
「
誄
」
は
、
生
き
て
い
る
人
の
か
か
っ
た
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
行
わ
れ
る
祈

祷
の
言
葉
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
か
か
る
礼
を
記
載
し
て
い
る
典
籍
が
散
逸
し
て
当
時

に
は
既
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。）
上
下
は
、
天
地
を
言
う
。「
天
は
神
と

曰
ひ
、地
は
祇
と
曰
ふ
。」（「
僩
問
、「
天
神
、地
祇
、人
鬼
。」
地
何
以
曰
「
祇
」。
曰
、「
祇
」
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為
し
て
厭
は
ず
、
人
を
誨
へ
て
倦
ま
ず
」
と
自
任
す
る
、
そ
の
意
味
）
を
深
く
理
解
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。」

　此
亦
夫
子
之
謙
辭
也
。
聖
者
、
大
而
化
之
。
仁
、
則
心
德
之
全
而
人
道
之
備
也
。
為
之
、

謂
為
仁
聖
之
道
。
誨
人
、
亦
謂
以
此
教
人
也
。
然
不
厭
不
倦
、
非
己
有
之
則
不
能
、
所

以
弟
子
不
能
學
也
。
晁
氏
曰
、
當
時
有
稱
夫
子
聖
且
仁
者
、
以
故
夫
子
辭
之
。
苟
辭
之

而
已
焉
、
則
無
以
進
天
下
之
材
、
率
天
下
之
善
、
將
使
聖
與
仁
為
虛
器
、
而
人
終
莫
能

至
矣
。
故
夫
子
雖
不
居
仁
聖
、
而
必
以
為
之
不
厭
、
誨
人
不
倦
自
處
也
。
可
謂
云
爾
已

矣
者
、
無
他
之
辭
也
。
公
西
華
仰
而
歎
之
、
其
亦
深
知
夫
子
之
意
矣
。

第
三
十
四
章

子
疾
病
、
子
路
請
禱
。
子
曰
、
有
諸
。
子
路
對
曰
、
有
之
。
誄
曰
、
禱
爾
于
上
下

神
祇
。
子
曰
、
丘
之
禱
久
矣
。

（「
疾
病
」
は
、「
疾
甚
、曰
病
。」（『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
子
疾
病
。」
何
晏
注
「
疾

甚
、
曰
病
。」）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
請
祷
」
は
、「
祷
る
」
と
は
、
過
ち
を
改
め
て
善
に
移
っ
て
、
そ

れ
で
神
の
助
け
を
祈
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
生
き
て
い
る
人
の
か
か
っ
た
病

が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
、
こ
の
「
祷
る
」
を
行
う
許
可
を
そ
の
病
人
に
請
う
こ

と
で
あ
る
。「
有
諸
」
と
は
、
そ
う
い
う
「
理
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
祭
礼
に
は

こ
の
「
祷
る
」
に
合
す
る
礼
）
が
あ
っ
た
の
か
、と
い
う
問
い
で
あ
る
。「
誄
」
は
、

『
周
礼
』
に
い
う
「
六
辞
」（
辞
、
命
、
誥
、
会
、
祷
、
誄
）
の
一
つ
で
、
死
を
哀

し
ん
で
死
者
生
前
の
事
跡
を
並
べ
て
叙
述
す
る
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
章

に
い
う
「
誄
」
は
、
生
き
て
い
る
人
の
か
か
っ
た
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
行

わ
れ
る
祈
祷
の
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
。「
上
下
神
祇
」
は
、
つ
ま
り
、
天
地
の
神
々

の
こ
と
で
あ
る
。「
丘
之
禱
久
」
と
は
、
自
分
は
、
過
ち
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の

だ
か
ら
改
め
る
必
要
が
な
い
し
、
不
善
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
か
ら
善
に
移
る

必
要
も
な
い
の
だ
か
ら
、
病
気
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
こ
と
は
、
神
と
関
係
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
神
の
加
護
を
祈
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
孔
子
が
「
私

は
長
い
間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

孔
子
は
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
か
ら
、
子
路
は
「
祷
る
」
を
お
行
い
し
た
い
と
孔

子
に
願
っ
た
。
孔
子
が「
そ
う
い
う
礼
が
あ
っ
た
か
。」と
言
わ
れ
た
。
子
路
が「
あ

り
ま
す
。
誄
に
は
「
爾
を
上
下
の
神
祇
に
祷
る
。」（
な
ん
じ
を
天
地
の
神
々
に
祈

る
。）
と
あ
り
ま
す
。」
と
答
え
た
。
孔
子
は
「
私
は
長
い
間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」

と
言
わ
れ
た
。

集
注
：

　「誄
」
は
、「
力
」「
軌
」
の
反
。「
祷
」
は
、「
鬼
神
に
祷
る
を
謂
ふ
。」（「
問
、
鬼
神

便
是
精
神
魂
魄
、
如
何
。
曰
、
然
。
且
就
這
一
身
看
、
自
會
笑
語
、
有
許
多
聰
明
知
識
、

這
是
如
何
得
恁
地
。
虛
空
之
中
、
忽
然
有
風
有
雨
、
忽
然
有
雷
有
電
、
這
是
如
何
得
恁
地
。

這
都
是
陰
陽
相
感
、
都
是
鬼
神
。
看
得
到
這
裏
、
見
一
身
只
是
箇
軀
殼
在
這
裏
、
內
外

無
非
天
地
陰
陽
之
氣
。」「
問
、
鬼
神
便
只
是
此
氣
否
。
曰
、
又
是
這
氣
裏
面
神
靈
相
似
。」

「
今
且
須
去
理
會
眼
前
事
、
那
箇
鬼
神
事
、
無
形
無
影
、
莫
要
枉
費
心
力
。」「
又
有
所
謂

禱
之
而
應
、
祈
之
而
獲
、
此
亦
所
謂
鬼
神
、
同
一
理
也
。」「
曰
、
祭
祀
致
得
鬼
神
來
格
、
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求
福
也
。
孔
子
疾
甚
、
故
子
路
請
於
孔
子
、
欲
為
孔
子
祈
求
福
也
。
云
「
子
曰
有
諸
」
者
、

諸
、
之
也
。
孔
子
言
「
死
生
有
命
、
不
欲
有
禱
」、
故
反
問
子
路
有
此
禱
請
之
事
乎
、
心

不
許
也
。
云
「
子
路
對
曰
云
云
」
者
、
子
路
不
達
孔
子
意
、
聞
孔
子
之
問
、
仍
引
得
古

舊
禱
天
地
之
誄
辭
、
以
荅
孔
子
也
。
故
云
「
有
之
」。
誄
曰
也
、
天
曰
神
、
地
曰
祇
也
。

云
「
子
曰
、
丘
之
禱
之
久
矣
」
者
、
子
路
既
不
達
孔
子
意
、
而
引
舊
禱
天
地
之
誄
、
孔

子
不
欲
非
也
、
故
云
我
之
禱
已
久
、
今
則
不
復
須
也
。
實
不
禱
而
云
久
禱
者
、
聖
人
徳

合
神
明
、
豈
為
神
明
所
禍
病
而
祈
之
乎
」、
つ
ま
り
、
そ
の
普
段
の
行
為
は
も
と
も
と
既

に
「
神
明
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
天
地
の
神
々
）
に
合
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

で
「
私
は
長
い
間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
。
孔
子
に
は
「
悔

い
る
可
き
過
が
無
く
、
遷
る
可
き
善
が
無
し
」（
つ
ま
り
、
過
ち
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の

だ
か
ら
改
め
る
必
要
が
な
い
し
、
不
善
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
か
ら
善
に
移
る
必
要

も
な
い
と
い
う
こ
と
）
だ
か
ら
、
病
気
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
こ
と
は
、「
神
明
」
と
関
係

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
神
の
加
護
を
祈
る
必
要
は
な
い
。
子
路
が
孔
子
の
「
諸
有
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
の
そ
の
意
図
を
考
え
ず
に
「
有
之
」
と
言
っ
て
「
誄
」
を
挙
げ
た
。
孔

子
は
、
子
路
の
請
い
を
直
ち
に
拒
む
こ
と
を
し
た
く
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
「
私
は
長
い

間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。）「
又
た
士
喪
礼
に
、
疾
病
に
し
て
祷

を
五
祀
に
行
ふ
。
蓋
し
臣
子
迫
切
の
至
情
、
自
ら
已
む
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
り
。
初
め

よ
り
病
者
に
請
ひ
て
而
る
後
に
祷
ら
ざ
る
な
り
。」（「
大
夫
祭
五
祀
、
定
是
有
箇
門
、
行
、

戶
、
灶
、
中
霤
。」「
叔
器
問
五
祀
祭
行
之
義
。
曰
、
行
、
堂
塗
也
。
古
人
無
廊
屋
、
只

於
堂
階
下
取
兩
條
路
。
五
祀
雖
分
四
時
祭
、
然
出
則
獨
祭
行
。
及
出
門
、
又
有
一
祭
。

作
兩
小
山
於
門
前
、
烹
狗
置
之
山
上
、
祭
畢
、
却
就
山
邊
喫
、
却
推
車
從
兩
山
間
過
、

蓋
取
跋
履
山
川
之
義
。」『
礼
記
』
祭
法
「
諸
侯
自
為
立
五
祀
。」
鄭
玄
注
「
士
喪
禮
曰
、

疾
病
禱
於
五
祀
。」『
孟
子
集
注
』
尽
心
章
句
上
「
孟
子
曰
、
是
猶
或
紾
其
兄
之
臂
、
子

謂
之
姑
徐
徐
云
爾
、
亦
教
之
孝
弟
而
已
矣
。」
朱
子
注
「
教
之
以
孝
弟
之
道
、
則
彼
當
自

知
兄
之
不
可
戾
、
而
喪
之
不
可
短
矣
。
孔
子
曰
「
子
生
三
年
、
然
後
免
於
父
母
之
懷
、

予
也
有
三
年
之
愛
於
其
父
母
乎
。」
所
謂
教
之
以
孝
弟
者
如
此
。
蓋
示
之
以
至
情
之
不
能

已
者
、
非
強
之
也
」、
つ
ま
り
、
ま
た
『
礼
記
』
祭
法
に
あ
る
鄭
玄
の
注
に
「
士
喪
礼
に

は
「
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
は
五
祀
に
祈
る
。」
と
あ
る
。
思
う
に
、
人
臣
や
人
子

の
切
迫
し
た
「
至
情
」（
つ
ま
り
、
自
発
的
な
自
制
で
き
な
い
感
情
）
で
、
自
ら
抑
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
最
初
に
病
人
か
ら
許
可
を
得
て
そ
れ
か
ら
祈
る
と
い

う
こ
と
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
五
祀
」
は
、
門
、
行
、
戶
、
灶
、
中

霤
と
い
う
五
つ
の
祭
祀
で
、す
べ
て
屋
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
で
は「
五
祀
」

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
朱
子
当
時
で
は
、「
疾
病
に
し
て
祷
を
五
祀
に
行
ふ
。」
と
記
載

し
て
い
る
典
籍
が
既
に
散
逸
し
て
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
行
わ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。）「
故
に
孔
子
の
子
路
に
於
る
や
、
直
に
之
を
拒
ま
ず
し
て
、
但
だ
告
ぐ

る
に
祷
る
を
事
と
す
る
所
無
き
の
意
を
以
て
す
。」（「
叔
器
問
、「
子
路
請
禱
」、
注
下
是

兩
箇
意
思
模
樣
。
曰
、
是
。
但
士
喪
禮
那
意
却
只
是
箇
小
意
思
。
良
久
、
云
、
聖
人
便

是
仔
細
。
若
其
他
人
、
便
須
叫
喚
罵
詈
、
聖
人
却
問
「
有
諸
」、
待
他
更
說
、
却
云
是
「
禱

久
矣
」。
這
如
「
與
人
歌
而
善
、
必
反
之
而
後
和
之
」
樣
。
却
不
是
他
心
裏
要
恁
仔
細
、

聖
人
自
是
恁
地
仔
細
、
不
恁
地
失
枝
落
節
、
大
步
跳
過
去
說
。」「
讀
此
章
、
曰
、
在
臣

子
則
可
、
在
我
則
不
可
。
聖
人
也
知
有
此
理
、
故
但
言
我
不
用
禱
、
而
亦
不
責
子
路
之

非
也
」、
つ
ま
り
、
そ
れ
故
に
、
孔
子
が
子
路
に
対
し
て
、
直
ち
に
拒
否
し
た
の
で
は
な
く
、

た
だ
、
祈
る
こ
と
に
用
意
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
告
げ
た
、
と
い
う
こ
と
。
孔
子
は
、

子
路
の
請
い
を
す
ぐ
に
拒
否
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
子
路
の
「
非
」（
つ
ま
り
、
孔
子

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））
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字
只
是
「
示
」
字
。
蓋
天
垂
三
辰
以
著
象
、
如
日
月
星
辰
是
也
。
地
亦
顯
山
川
草
木
以

示
人
、
所
以
曰
「
地
示
」。
用
之
云
、
人
之
禱
天
地
山
川
、
是
以
我
之
有
感
彼
之
有
。
子

孫
之
祭
先
祖
、
是
以
我
之
有
感
他
之
無
。
曰
、
神
祇
之
氣
常
屈
伸
而
不
已
、
人
鬼
之
氣

則
消
散
而
無
餘
矣
。」「
周
問
、
何
故
天
曰
神
、
地
曰
祇
、
人
曰
鬼
。
曰
、
此
又
別
。
氣

之
清
明
者
為
神
、
如
日
月
星
辰
之
類
是
也
、
此
變
化
不
可
測
。
祇
本
「
示
」
字
、
以
有

跡
之
可
示
、
山
河
草
木
是
也
、
比
天
象
又
差
著
。
至
人
、
則
死
為
鬼
矣
。」「
地
祇
者
、

周
禮
作
「
示
」
字
、
只
是
示
見
著
見
之
義
。」「
曰
、
固
是
。
今
且
說
大
界
限
、
則
周
禮

言
「
天
曰
神
、
地
曰
祇
、
人
曰
鬼
」。
三
者
皆
有
神
、
而
天
獨
曰
神
者
、
以
其
常
常
流
動

不
息
、
故
專
以
神
言
之
。
若
人
亦
自
有
神
、
但
在
人
身
上
則
謂
之
神
、
散
則
謂
之
鬼
耳
」、

つ
ま
り
、
天
は
「
神
」
と
言
い
、
地
は
「
袛
」
と
言
う
、
と
い
う
こ
と
。
天
は
、「
三
辰
」

（
日
月
星
）
の
象
を
か
か
げ
て
い
て
、
そ
れ
が
常
に
流
動
し
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
変
化
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
神
」
と
言
う
。
地
は
、

山
川
草
木
（
つ
ま
り
、
造
化
の
跡
だ
が
、
即
ち
陰
陽
二
気
の
働
き
に
よ
っ
て
生
じ
た
実

在
す
る
物
体
）
を
人
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
袛
」（「
示
」）
と
言
う
。）

「
祷
る
と
は
、
過
を
悔
ひ
て
善
に
遷
り
、
以
て
神
の
佑
を
祈
る
な
り
。」（「
或
問
「
德
之

不
修
」
一
章
。
曰
、
遷
善
、
改
過
、
是
修
德
中
緊
要
事
。
蓋
只
修
德
而
不
遷
善
、
改
過
、

亦
不
能
得
長
進
。
又
曰
、
遷
善
、
改
過
是
兩
項
、
不
是
說
改
其
過
而
遷
於
善
。
遷
善
便

是
有
六
七
分
是
、
二
三
分
不
是
。
自
家
却
見
得
那
二
三
分
是
處
、
即
遷
而
就
之
、
要
教

十
分
是
著
。
改
過
則
是
十
分
不
好
、
全
然
要
改
。
此
遷
善
、
改
過
之
別
。」「
祖
道
曰
、

莫
是
才
遷
善
、
便
是
改
過
否
。
曰
、
不
然
、「
遷
善
」
字
輕
、「
改
過
」
字
重
。
遷
善
如

慘
淡
之
物
、
要
使
之
白
。
改
過
如
黑
之
物
、
要
使
之
白
。
用
力
自
是
不
同
。
遷
善
者
、

但
見
是
人
做
得
一
事
強
似
我
、
心
有
所
未
安
、
即
便
遷
之
。」「
問
「
遷
善
、
改
過
」。
曰
、

風
是
一
箇
急
底
物
、
見
人
之
善
、
己
所
不
及
、
遷
之
如
風
之
急
。
雷
是
一
箇
勇
決
底
物
、

己
有
過
、
便
斷
然
改
之
、
如
雷
之
勇
、
決
不
容
有
些
子
遲
緩
。」『
周
易
本
義
』
益
「
象
曰
、

風
雷
、
益
、
君
子
以
見
善
則
遷
、
有
過
則
改
。」
朱
子
注
「
風
雷
之
勢
、
交
相
助
益
。
遷

善
改
過
、
益
之
大
者
、
而
其
相
益
亦
猶
是
也
」、
つ
ま
り
、「
祷
る
」
と
は
、
過
ち
を
改

め
て
善
に
移
っ
て
、
そ
れ
で
神
の
助
け
を
祈
る
、
と
い
う
こ
と
。「
悔
過
」（「
改
過
」）

と
「
遷
善
」
は
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
。「
改
過
」
は
、
全
く
良
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、

す
べ
て
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
遷
善
」
は
、
六
、
七
割
が

是
で
、
二
、
三
割
が
非
で
あ
り
、
自
ら
そ
の
二
、
三
割
が
是
と
な
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。「
改
過
」
の
場
合
は
、
黒
い
物
を
白
い
物
に
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
過
ち
が
あ
れ
ば
、
雷
の
勇
決
の
よ
う
に
、
勇
敢
に
断
然
と
し
て
改
め
て
ほ
ん

の
少
し
の
緩
慢
も
許
さ
な
い
。「
遷
善
」
の
場
合
は
、
色
の
浅
い
物
を
白
い
物
に
変
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
人
の
善
な
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
自
分
が
そ
れ
に
及
ば
な

け
れ
ば
、
風
の
疾
走
の
よ
う
に
、
急
い
で
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
そ
の
「
理
」（
こ

こ
で
は
、
つ
ま
り
祭
礼
に
は
こ
の
「
祷
る
」
に
合
す
る
礼
）
が
な
け
れ
ば
祈
る
必
要
が

な
く
、
既
に
「
有
之
」（
つ
ま
り
、
子
路
が
「
あ
り
ま
す
。」）
と
言
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

聖
人
の
場
合
、
過
ち
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の
だ
か
ら
改
め
る
必
要
が
な
い
し
、
不
善
な

る
と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
か
ら
善
に
移
る
必
要
も
な
い
の
だ
。「
其
の
素
行
固
よ
り
已
に
神

明
に
合
す
れ
ば
、
故
に
曰
く
、
丘
の
祷
る
こ
と
久
し
、
と
。」（「
病
而
禱
、
古
亦
有
此
理
、

但
子
路
不
當
請
之
於
夫
子
。
其
曰
「
丘
之
禱
久
矣
。」
注
云
「
孔
子
素
行
合
於
神
明
。」

是
也
。
伊
川
云
「
無
過
可
悔
、
無
善
可
遷
。」
此
是
解
「
素
行
合
於
神
明
」
一
句
。」『
論

語
集
解
義
疏
』
述
而
「
丘
之
禱
久
矣
。」
何
晏
注
「
孔
安
國
曰
、
孔
子
素
行
合
於
神
明
、

故
曰
、
丘
禱
之
久
矣
。」
皇
侃
疏
「
疾
甚
、
曰
病
。
孔
子
疾
甚
也
。
禱
、
謂
祈
禱
鬼
神
以
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求
福
也
。
孔
子
疾
甚
、
故
子
路
請
於
孔
子
、
欲
為
孔
子
祈
求
福
也
。
云
「
子
曰
有
諸
」
者
、

諸
、
之
也
。
孔
子
言
「
死
生
有
命
、
不
欲
有
禱
」、
故
反
問
子
路
有
此
禱
請
之
事
乎
、
心

不
許
也
。
云
「
子
路
對
曰
云
云
」
者
、
子
路
不
達
孔
子
意
、
聞
孔
子
之
問
、
仍
引
得
古

舊
禱
天
地
之
誄
辭
、
以
荅
孔
子
也
。
故
云
「
有
之
」。
誄
曰
也
、
天
曰
神
、
地
曰
祇
也
。

云
「
子
曰
、
丘
之
禱
之
久
矣
」
者
、
子
路
既
不
達
孔
子
意
、
而
引
舊
禱
天
地
之
誄
、
孔

子
不
欲
非
也
、
故
云
我
之
禱
已
久
、
今
則
不
復
須
也
。
實
不
禱
而
云
久
禱
者
、
聖
人
徳

合
神
明
、
豈
為
神
明
所
禍
病
而
祈
之
乎
」、
つ
ま
り
、
そ
の
普
段
の
行
為
は
も
と
も
と
既

に
「
神
明
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
天
地
の
神
々
）
に
合
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

で
「
私
は
長
い
間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
。
孔
子
に
は
「
悔

い
る
可
き
過
が
無
く
、
遷
る
可
き
善
が
無
し
」（
つ
ま
り
、
過
ち
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の

だ
か
ら
改
め
る
必
要
が
な
い
し
、
不
善
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
か
ら
善
に
移
る
必
要

も
な
い
と
い
う
こ
と
）
だ
か
ら
、
病
気
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
こ
と
は
、「
神
明
」
と
関
係

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
神
の
加
護
を
祈
る
必
要
は
な
い
。
子
路
が
孔
子
の
「
諸
有
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
の
そ
の
意
図
を
考
え
ず
に
「
有
之
」
と
言
っ
て
「
誄
」
を
挙
げ
た
。
孔

子
は
、
子
路
の
請
い
を
直
ち
に
拒
む
こ
と
を
し
た
く
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
「
私
は
長
い

間
祈
っ
て
き
た
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。）「
又
た
士
喪
礼
に
、
疾
病
に
し
て
祷

を
五
祀
に
行
ふ
。
蓋
し
臣
子
迫
切
の
至
情
、
自
ら
已
む
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
り
。
初
め

よ
り
病
者
に
請
ひ
て
而
る
後
に
祷
ら
ざ
る
な
り
。」（「
大
夫
祭
五
祀
、
定
是
有
箇
門
、
行
、

戶
、
灶
、
中
霤
。」「
叔
器
問
五
祀
祭
行
之
義
。
曰
、
行
、
堂
塗
也
。
古
人
無
廊
屋
、
只

於
堂
階
下
取
兩
條
路
。
五
祀
雖
分
四
時
祭
、
然
出
則
獨
祭
行
。
及
出
門
、
又
有
一
祭
。

作
兩
小
山
於
門
前
、
烹
狗
置
之
山
上
、
祭
畢
、
却
就
山
邊
喫
、
却
推
車
從
兩
山
間
過
、

蓋
取
跋
履
山
川
之
義
。」『
礼
記
』
祭
法
「
諸
侯
自
為
立
五
祀
。」
鄭
玄
注
「
士
喪
禮
曰
、

疾
病
禱
於
五
祀
。」『
孟
子
集
注
』
尽
心
章
句
上
「
孟
子
曰
、
是
猶
或
紾
其
兄
之
臂
、
子

謂
之
姑
徐
徐
云
爾
、
亦
教
之
孝
弟
而
已
矣
。」
朱
子
注
「
教
之
以
孝
弟
之
道
、
則
彼
當
自

知
兄
之
不
可
戾
、
而
喪
之
不
可
短
矣
。
孔
子
曰
「
子
生
三
年
、
然
後
免
於
父
母
之
懷
、

予
也
有
三
年
之
愛
於
其
父
母
乎
。」
所
謂
教
之
以
孝
弟
者
如
此
。
蓋
示
之
以
至
情
之
不
能

已
者
、
非
強
之
也
」、
つ
ま
り
、
ま
た
『
礼
記
』
祭
法
に
あ
る
鄭
玄
の
注
に
「
士
喪
礼
に

は
「
病
が
甚
だ
重
く
な
っ
た
時
に
は
五
祀
に
祈
る
。」
と
あ
る
。
思
う
に
、
人
臣
や
人
子

の
切
迫
し
た
「
至
情
」（
つ
ま
り
、
自
発
的
な
自
制
で
き
な
い
感
情
）
で
、
自
ら
抑
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
最
初
に
病
人
か
ら
許
可
を
得
て
そ
れ
か
ら
祈
る
と
い

う
こ
と
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
五
祀
」
は
、
門
、
行
、
戶
、
灶
、
中

霤
と
い
う
五
つ
の
祭
祀
で
、す
べ
て
屋
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
で
は「
五
祀
」

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
朱
子
当
時
で
は
、「
疾
病
に
し
て
祷
を
五
祀
に
行
ふ
。」
と
記
載

し
て
い
る
典
籍
が
既
に
散
逸
し
て
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
行
わ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。）「
故
に
孔
子
の
子
路
に
於
る
や
、
直
に
之
を
拒
ま
ず
し
て
、
但
だ
告
ぐ

る
に
祷
る
を
事
と
す
る
所
無
き
の
意
を
以
て
す
。」（「
叔
器
問
、「
子
路
請
禱
」、
注
下
是

兩
箇
意
思
模
樣
。
曰
、
是
。
但
士
喪
禮
那
意
却
只
是
箇
小
意
思
。
良
久
、
云
、
聖
人
便

是
仔
細
。
若
其
他
人
、
便
須
叫
喚
罵
詈
、
聖
人
却
問
「
有
諸
」、
待
他
更
說
、
却
云
是
「
禱

久
矣
」。
這
如
「
與
人
歌
而
善
、
必
反
之
而
後
和
之
」
樣
。
却
不
是
他
心
裏
要
恁
仔
細
、

聖
人
自
是
恁
地
仔
細
、
不
恁
地
失
枝
落
節
、
大
步
跳
過
去
說
。」「
讀
此
章
、
曰
、
在
臣

子
則
可
、
在
我
則
不
可
。
聖
人
也
知
有
此
理
、
故
但
言
我
不
用
禱
、
而
亦
不
責
子
路
之

非
也
」、
つ
ま
り
、
そ
れ
故
に
、
孔
子
が
子
路
に
対
し
て
、
直
ち
に
拒
否
し
た
の
で
は
な
く
、

た
だ
、
祈
る
こ
と
に
用
意
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
告
げ
た
、
と
い
う
こ
と
。
孔
子
は
、

子
路
の
請
い
を
す
ぐ
に
拒
否
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
子
路
の
「
非
」（
つ
ま
り
、
孔
子

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
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字
只
是
「
示
」
字
。
蓋
天
垂
三
辰
以
著
象
、
如
日
月
星
辰
是
也
。
地
亦
顯
山
川
草
木
以

示
人
、
所
以
曰
「
地
示
」。
用
之
云
、
人
之
禱
天
地
山
川
、
是
以
我
之
有
感
彼
之
有
。
子

孫
之
祭
先
祖
、
是
以
我
之
有
感
他
之
無
。
曰
、
神
祇
之
氣
常
屈
伸
而
不
已
、
人
鬼
之
氣

則
消
散
而
無
餘
矣
。」「
周
問
、
何
故
天
曰
神
、
地
曰
祇
、
人
曰
鬼
。
曰
、
此
又
別
。
氣

之
清
明
者
為
神
、
如
日
月
星
辰
之
類
是
也
、
此
變
化
不
可
測
。
祇
本
「
示
」
字
、
以
有

跡
之
可
示
、
山
河
草
木
是
也
、
比
天
象
又
差
著
。
至
人
、
則
死
為
鬼
矣
。」「
地
祇
者
、

周
禮
作
「
示
」
字
、
只
是
示
見
著
見
之
義
。」「
曰
、
固
是
。
今
且
說
大
界
限
、
則
周
禮

言
「
天
曰
神
、
地
曰
祇
、
人
曰
鬼
」。
三
者
皆
有
神
、
而
天
獨
曰
神
者
、
以
其
常
常
流
動

不
息
、
故
專
以
神
言
之
。
若
人
亦
自
有
神
、
但
在
人
身
上
則
謂
之
神
、
散
則
謂
之
鬼
耳
」、

つ
ま
り
、
天
は
「
神
」
と
言
い
、
地
は
「
袛
」
と
言
う
、
と
い
う
こ
と
。
天
は
、「
三
辰
」

（
日
月
星
）
の
象
を
か
か
げ
て
い
て
、
そ
れ
が
常
に
流
動
し
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
変
化
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
神
」
と
言
う
。
地
は
、

山
川
草
木
（
つ
ま
り
、
造
化
の
跡
だ
が
、
即
ち
陰
陽
二
気
の
働
き
に
よ
っ
て
生
じ
た
実

在
す
る
物
体
）
を
人
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
袛
」（「
示
」）
と
言
う
。）

「
祷
る
と
は
、
過
を
悔
ひ
て
善
に
遷
り
、
以
て
神
の
佑
を
祈
る
な
り
。」（「
或
問
「
德
之

不
修
」
一
章
。
曰
、
遷
善
、
改
過
、
是
修
德
中
緊
要
事
。
蓋
只
修
德
而
不
遷
善
、
改
過
、

亦
不
能
得
長
進
。
又
曰
、
遷
善
、
改
過
是
兩
項
、
不
是
說
改
其
過
而
遷
於
善
。
遷
善
便

是
有
六
七
分
是
、
二
三
分
不
是
。
自
家
却
見
得
那
二
三
分
是
處
、
即
遷
而
就
之
、
要
教

十
分
是
著
。
改
過
則
是
十
分
不
好
、
全
然
要
改
。
此
遷
善
、
改
過
之
別
。」「
祖
道
曰
、

莫
是
才
遷
善
、
便
是
改
過
否
。
曰
、
不
然
、「
遷
善
」
字
輕
、「
改
過
」
字
重
。
遷
善
如

慘
淡
之
物
、
要
使
之
白
。
改
過
如
黑
之
物
、
要
使
之
白
。
用
力
自
是
不
同
。
遷
善
者
、

但
見
是
人
做
得
一
事
強
似
我
、
心
有
所
未
安
、
即
便
遷
之
。」「
問
「
遷
善
、
改
過
」。
曰
、

風
是
一
箇
急
底
物
、
見
人
之
善
、
己
所
不
及
、
遷
之
如
風
之
急
。
雷
是
一
箇
勇
決
底
物
、

己
有
過
、
便
斷
然
改
之
、
如
雷
之
勇
、
決
不
容
有
些
子
遲
緩
。」『
周
易
本
義
』
益
「
象
曰
、

風
雷
、
益
、
君
子
以
見
善
則
遷
、
有
過
則
改
。」
朱
子
注
「
風
雷
之
勢
、
交
相
助
益
。
遷

善
改
過
、
益
之
大
者
、
而
其
相
益
亦
猶
是
也
」、
つ
ま
り
、「
祷
る
」
と
は
、
過
ち
を
改

め
て
善
に
移
っ
て
、
そ
れ
で
神
の
助
け
を
祈
る
、
と
い
う
こ
と
。「
悔
過
」（「
改
過
」）

と
「
遷
善
」
は
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
。「
改
過
」
は
、
全
く
良
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、

す
べ
て
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
遷
善
」
は
、
六
、
七
割
が

是
で
、
二
、
三
割
が
非
で
あ
り
、
自
ら
そ
の
二
、
三
割
が
是
と
な
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。「
改
過
」
の
場
合
は
、
黒
い
物
を
白
い
物
に
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
過
ち
が
あ
れ
ば
、
雷
の
勇
決
の
よ
う
に
、
勇
敢
に
断
然
と
し
て
改
め
て
ほ
ん

の
少
し
の
緩
慢
も
許
さ
な
い
。「
遷
善
」
の
場
合
は
、
色
の
浅
い
物
を
白
い
物
に
変
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
人
の
善
な
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
自
分
が
そ
れ
に
及
ば
な

け
れ
ば
、
風
の
疾
走
の
よ
う
に
、
急
い
で
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
そ
の
「
理
」（
こ

こ
で
は
、
つ
ま
り
祭
礼
に
は
こ
の
「
祷
る
」
に
合
す
る
礼
）
が
な
け
れ
ば
祈
る
必
要
が

な
く
、
既
に
「
有
之
」（
つ
ま
り
、
子
路
が
「
あ
り
ま
す
。」）
と
言
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

聖
人
の
場
合
、
過
ち
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の
だ
か
ら
改
め
る
必
要
が
な
い
し
、
不
善
な

る
と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
か
ら
善
に
移
る
必
要
も
な
い
の
だ
。「
其
の
素
行
固
よ
り
已
に
神

明
に
合
す
れ
ば
、
故
に
曰
く
、
丘
の
祷
る
こ
と
久
し
、
と
。」（「
病
而
禱
、
古
亦
有
此
理
、

但
子
路
不
當
請
之
於
夫
子
。
其
曰
「
丘
之
禱
久
矣
。」
注
云
「
孔
子
素
行
合
於
神
明
。」

是
也
。
伊
川
云
「
無
過
可
悔
、
無
善
可
遷
。」
此
是
解
「
素
行
合
於
神
明
」
一
句
。」『
論

語
集
解
義
疏
』
述
而
「
丘
之
禱
久
矣
。」
何
晏
注
「
孔
安
國
曰
、
孔
子
素
行
合
於
神
明
、

故
曰
、
丘
禱
之
久
矣
。」
皇
侃
疏
「
疾
甚
、
曰
病
。
孔
子
疾
甚
也
。
禱
、
謂
祈
禱
鬼
神
以



『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））

　
　
孫

　
路
易

（13）

の
「
諸
有
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
の
そ
の
意
図
を
考
え
ず
に
「
有
之
」
と
言
っ
て
「
誄
」

を
挙
げ
た
こ
と
）
を
責
め
た
の
で
も
な
く
、
そ
の
心
遣
い
が
自
ず
と
こ
の
よ
う
に
非
常

に
繊
細
な
も
の
で
あ
る
。）

　誄
、
力
軌
反
。
禱
、
謂
禱
於
鬼
神
。
有
諸
、
問
有
此
理
否
。
誄
者
、
哀
死
而
述
其
行

之
辭
也
。
上
下
、
謂
天
地
。
天
曰
神
、
地
曰
祇
。
禱
者
、
悔
過
遷
善
、
以
祈
神
之
佑
也
。

無
其
理
則
不
必
禱
、
既
曰
有
之
、
則
聖
人
未
嘗
有
過
、
無
善
可
遷
。
其
素
行
固
已
合
於

神
明
、
故
曰
、
丘
之
禱
久
矣
。
又
士
喪
禮
、
疾
病
行
禱
五
祀
、
蓋
臣
子
迫
切
之
至
情
、

有
不
能
自
已
者
、
初
不
請
於
病
者
而
後
禱
也
。
故
孔
子
之
於
子
路
、
不
直
拒
之
、
而
但

告
以
無
所
事
禱
之
意
。

第
三
十
五
章

子
曰
、
奢
則
不
孫
、
儉
則
固
。
與
其
不
孫
也
、
寧
固
。

（「
奢
」
と
は
、「
奢
侈
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
傲
慢
で
あ
っ
て
過
度
に
礼
を

僭
越
し
て
目
上
に
逆
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
孫
」
と
は
、「
謙
卑
遜
順
」、

つ
ま
り
、
謙
遜
の
こ
と
で
あ
る
。「
儉
」
と
は
、「
節
制
」
や
「
省
約
」、
つ
ま
り
、

倹
約
の
こ
と
で
あ
る
。「
固
」
と
は
、「
簡
陋
」、
つ
ま
り
、
粗
末
の
こ
と
で
あ
る
。

倹
約
よ
り
も
奢
侈
の
ほ
う
が
弊
害
は
大
き
い
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
奢
侈
で
あ
れ
ば
謙
遜
で
な
く
な
り
、
倹
約
で
あ
れ
ば
粗
末

に
な
っ
て
し
ま
う
。（
奢
侈
で
）
謙
遜
で
な
く
な
る
よ
り
は
、
寧
ろ
（
倹
約
で
）

粗
末
に
な
る
ほ
う
が
よ
い
。」

集
注
：

　「孫
」
は
、
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
遜
」
の
意
）。「
孫
」
は
、「
順
」（『
論
語
集
注
』

郷
党
「
子
曰
、
邦
有
道
、
危
言
危
行
。
邦
無
道
、
危
行
言
孫
。」
朱
子
注
「
孫
、
卑
順
也
。」

『
論
語
集
注
』
郷
党
「
孔
子
於
鄉
黨
、
恂
恂
如
也
、
似
不
能
言
者
。」
朱
子
注
「
恂
恂
、

信
實
之
貌
。
似
不
能
言
者
、
謙
卑
遜
順
」、
こ
こ
で
は
、「
謙
卑
遜
順
」、
つ
ま
り
、
謙
遜

の
こ
と
）
で
あ
る
。「
固
」
は
、「
陋
」（「
就
今
論
之
、
有
一
般
人
因
陋
就
簡
、
不
能
以

禮
事
其
親
。
又
有
一
般
人
牽
於
私
意
、
却
不
合
禮
」、
こ
こ
で
は
、「
簡
陋
」、
つ
ま
り
、

粗
末
の
こ
と
）で
あ
る
。「
奢
と
儉
俱
に
中
を
失
ひ
て
、而
し
て
奢
の
害
は
大
な
り
。」（「
問
、

富
而
好
禮
。
曰
、只
是
不
奢
侈
。
凡
事
好
循
理
、不
恁
地
勉
強
。」「
或
問
、奢
則
不
孫
。
曰
、

才
奢
、
便
是
不
孫
、
他
自
是
不
戢
斂
也
。
公
且
看
奢
底
人
意
思
、
儉
底
人
意
思
。
那
奢

底
人
便
有
驕
敖
底
意
思
、
須
必
至
於
過
度
僭
上
而
後
已
。
然
却
又
是
一
節
在
。」「
問
、

奢
非
止
謂
僭
禮
犯
上
之
事
、
只
是
有
夸
張
侈
大
之
意
、
便
是
否
。
曰
、
是
。」『
論
語
集
注
』

学
而
「
子
貢
曰
、
夫
子
溫
、
良
、
恭
、
儉
、
讓
以
得
之
。」
朱
子
注
「
儉
、
節
制
也
。」『
論

語
集
注
』
子
罕
「
子
曰
、
麻
冕
、
禮
也
。
今
也
純
、
儉
。
吾
從
衆
。」
朱
子
注
「
儉
、
謂

省
約
」『
論
語
集
注
』
八
佾
「
禮
、
與
其
奢
也
、
寧
儉
。
喪
、
與
其
易
也
、
寧
戚
。」
朱

子
注
「
戚
則
一
於
哀
、
而
文
不
足
耳
。
禮
貴
得
中
、
奢
易
則
過
於
文
、
儉
戚
則
不
及
而
質
、

二
者
皆
未
合
禮
。
然
凡
物
之
理
、
必
先
有
質
而
後
有
文
、
則
質
乃
禮
之
本
也
。」『
論
語

集
注
』
雍
也
「
子
曰
、
質
勝
文
則
野
、
文
勝
質
則
史
。
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
。」
朱
子

注
「
野
、
野
人
、
言
鄙
略
也
。
史
、
掌
文
書
、
多
聞
習
事
、
而
誠
或
不
足
也
。
彬
彬
、

猶
班
班
、
物
相
雜
而
適
均
之
貌
。
言
學
者
當
損
有
餘
、
補
不
足
、
至
於
成
德
、
則
不
期

然
而
然
矣
。
楊
氏
曰
、
文
質
不
可
以
相
勝
。
然
質
之
勝
文
、
猶
之
甘
可
以
受
和
、
白
可

以
受
采
也
。
文
勝
而
至
於
滅
質
、
則
其
本
亡
矣
。
雖
有
文
、
將
安
施
乎
。
然
則
與
其
史
也
、
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寧
野
」、つ
ま
り
、奢
侈
と
倹
約
は
ど
ち
ら
も
「
中
」（
こ
こ
で
は
、つ
ま
り
、礼
）
を
失
っ

て
い
る
の
だ
が
、
奢
侈
の
ほ
う
が
弊
害
は
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
。「
奢
」
と
は
、
こ
こ

で
は
、
傲
慢
で
あ
っ
て
過
度
に
礼
を
僭
越
し
て
目
上
に
逆
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
倹
」
は
、「
節
制
」
や
「
省
約
」、つ
ま
り
、倹
約
の
こ
と
で
あ
る
。
礼
に
お
い
て
は
、「
中
」

（「
無
過
不
及
」、
つ
ま
り
過
ぎ
る
こ
と
も
な
い
足
り
な
い
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
）
を

得
る
の
を
貴
く
の
だ
か
ら
、「
奢
」
で
あ
れ
ば
「
文
」
に
過
ぎ
る
し
、「
倹
」
で
あ
れ
ば
「
文
」

に
及
ば
ず
「
質
」
で
あ
り
、「
奢
」
と
「
倹
」
は
ど
れ
も
礼
に
合
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
事
物
の
道
理
で
言
え
ば
、
必
ず
先
に
「
質
」
が
あ
っ
て
後
に
「
文
」
が
あ
る

の
だ
か
ら
、「
質
」
が
礼
の
根
本
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
其
の
不
孫
な
る
与
り
は
、
寧

ろ
固
な
れ
。」（
奢
侈
で
謙
遜
で
な
く
な
る
よ
り
は
、
寧
ろ
倹
約
で
粗
末
に
な
る
ほ
う
が

よ
い
。）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。）
晁
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
当
時
の
弊
害

を
救
う
た
め
に
や
む
を
得
ず
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
で
あ
る
。」

　孫
、
去
聲
。
孫
、
順
也
。
固
、
陋
也
。
奢
儉
俱
失
中
、
而
奢
之
害
大
。
晁
氏
曰
、
不

得
已
而
救
時
之
弊
也
。

第
三
十
六
章

子
曰
、
君
子
坦
蕩
蕩
、
小
人
長
戚
戚
。

（「
坦
」
と
は
、「
平
」、
つ
ま
り
、
道
理
を
究
明
す
る
こ
と
に
お
い
て
自
尊
で
む

や
み
に
憶
測
し
て
強
引
に
穿
鑿
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
心
の
状
態
を
保
つ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
蕩
蕩
」
と
は
、
心
の
広
々
と
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

心
に
「
愧
怍
」（
恥
じ
入
る
こ
と
）
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
心
は
広
々
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、「「
理
」
に
従
う
人
」（
つ
ま
り
、
恣
意
・
憶
測
を
排
除
し

尽
く
し
て
事
物
の
性
質
に
従
っ
て
言
動
す
る
人
）
だ
か
ら
、
常
に
「
舒
泰
」（
伸

び
や
か
で
穏
や
か
）
で
あ
る
。「
戚
戚
」
と
は
、「
憂
戚
」（
つ
ま
り
、憂
い
や
不
安
）

の
こ
と
で
あ
る
。
富
貴
と
い
う
外
物
に
振
り
回
さ
れ
て
自
分
を
卑
し
め
る
こ
と
に

な
り
、
憂
い
や
不
安
が
生
じ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
君
子
は
、「
平
」
で
あ
っ
て
心
が
広
々
と
し
て
い
る
。
小
人

は
、
憂
い
や
不
安
が
多
い
。」

集
注
：

　「坦
」
は
、「
平
」（「
往
時
虛
憍
恃
氣
、
今
則
平
心
觀
理
矣
。」「
觀
書
、
當
平
心
以
觀
之
。

大
抵
看
書
不
可
穿
鑿
、
看
從
分
明
處
、
不
可
尋
從
隱
僻
處
去
。
聖
賢
之
言
、
多
是
與
人

說
話
。
若
是
嶢
崎
、
却
教
當
時
人
如
何
曉
。」「
又
是
硬
鑽
鑿
求
道
理
、
不
能
平
心
易
氣
看
。

且
用
認
得
定
、
用
玩
味
寬
看
。」「
問
大
學
。
曰
、
看
聖
賢
說
話
、
所
謂
坦
然
若
大
路
然
。

緣
後
來
人
說
得
崎
嶇
、
所
以
聖
賢
意
思
難
見
。」『
莊
子
集
解
』
外
篇
・
達
生
「
十
日
而
問
、

雞
已
。
曰
、
未
也
、
方
虛
橋
而
恃
氣
。」
王
先
謙
集
解
「
張
注
、
無
實
而
自
矜
者
」、
こ

こ
で
は
、「
平
心
」、
つ
ま
り
、
聖
人
が
説
く
道
理
は
多
く
が
平
易
で
分
か
り
や
す
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
道
理
を
究
明
す
る
際
に
は
、
自
尊
で
む
や
み
に
憶
測
し
て
強
引
に
穿

鑿
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
心
の
状
態
を
保
つ
、と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
蕩
蕩
」
は
、

「
寬
廣
の
貌
。」（「
大
抵
看
道
理
、
要
得
寬
平
廣
博
、
平
心
去
理
會
。」『
大
学
章
句
』
第

六
章
「
富
潤
屋
、
德
潤
身
、
心
廣
體
胖
、
故
君
子
必
誠
其
意
。」
朱
子
注
「
胖
、
安
舒
也
。

言
富
則
能
潤
屋
矣
、
德
則
能
潤
身
矣
、
故
心
無
愧
怍
、
則
廣
大
寬
平
、
而
體
常
舒
泰
、
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集
注
：

　「厲
」
は
、「
厳
粛
」（「
須
看
厲
、
便
自
有
威
底
意
思
。」「
問
、「
子
溫
而
厲
」
一
章
、

是
總
言
聖
人
容
貌
、
鄉
黨
是
逐
事
上
說
否
。
曰
、
然
。
此
是
就
大
體
上
看
聖
人
。」『
論

語
集
注
』
陽
貨
「
子
曰
、
色
厲
而
內
荏
、
譬
諸
小
人
、
其
猶
穿
窬
之
盜
也
與
。」
朱
子
注

「
厲
、
威
嚴
也
」、
つ
ま
り
、
孔
子
の
容
貌
に
威
厳
が
あ
る
こ
と
）
で
あ
る
。「
人
の
徳
性

本
よ
り
備
は
ら
ざ
る
無
け
れ
ど
も
、
気
質
の
賦
す
る
所
、
偏
ら
ざ
る
あ
る
こ
と
鮮
し
。」

（「
或
問
、
口
耳
目
心
皆
官
也
。
不
知
天
所
賦
之
氣
質
、
不
昏
明
清
濁
其
口
耳
目
、
而
獨

昏
明
清
濁
其
心
、
何
也
。
然
夷
惠
伊
尹
非
拘
於
氣
稟
者
、
處
物
之
義
、
乃
不
若
夫
子
之
時
、

豈
獨
是
非
之
心
不
若
聖
人
乎
。
曰
、口
耳
目
等
亦
有
昏
明
清
濁
之
異
。
如
易
牙
師
曠
之
徒
、

是
其
最
清
者
也
、
心
亦
由
是
而
已
。
夷
惠
之
徒
、
正
是
未
免
於
氣
質
之
拘
者
、
所
以
孟

子
以
為
不
同
、
而
不
願
學
也
。」「
曰
、
恁
地
靠
著
他
不
得
。
大
抵
人
之
德
性
上
、
自
有

此
四
者
意
思
。
仁
、
便
是
箇
溫
和
底
意
思
。
義
、
便
是
慘
烈
剛
斷
底
意
思
。
禮
、
便
是

宣
著
發
揮
底
意
思
。
智
、
便
是
箇
收
斂
無
痕
跡
底
意
思
。
性
中
有
此
四
者
、
聖
門
却
只

以
求
仁
為
急
者
、
緣
仁
却
是
四
者
之
先
。
若
常
存
得
溫
厚
底
意
思
在
這
裏
、
到
宣
著
發

揮
時
、
便
自
然
會
宣
著
發
揮
。
到
剛
斷
時
、
便
自
然
會
剛
斷
。
到
收
斂
時
、
便
自
然
會

收
斂
。
若
將
別
箇
做
主
、便
都
對
副
不
著
了
。
此
仁
之
所
以
包
四
者
也
。」「
但
氣
質
所
稟
、

却
有
偏
處
、
氣
有
昏
明
厚
薄
之
不
同
。
然
仁
義
禮
智
、
亦
無
闕
一
之
理
。
但
若
惻
隱
多
、

便
流
為
姑
息
柔
懦
。
若
羞
惡
多
、
便
有
羞
惡
其
所
不
當
羞
惡
者
」、
つ
ま
り
、
人
の
「
徳

性
」（
仁
義
礼
智
）
は
も
と
も
と
備
わ
ら
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
気

質
に
は
、
偏
ら
な
い
も
の
は
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
仁
義
礼
智
の
「
性
」
は
、
稟
受

し
た
気
質
の
そ
の
偏
り
に
よ
っ
て
、「
惻
隠
」
が
多
か
っ
た
り
、「
羞
悪
」
が
多
か
っ
た

り
し
て
、
そ
こ
で
そ
の
「
仁
義
礼
智
の
性
」
か
ら
発
し
た
「
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
遜
、
是

非
の
情
」
が
均
等
で
な
く
な
る
の
で
あ
る
。）
た
だ
聖
人
だ
け
が
「
全
体
渾
然
と
し
て
」

（「「
五
十
知
天
命
」、
是
天
道
流
行
、
賦
與
萬
物
、
在
人
則
所
受
之
性
、
所
謂
仁
義
禮
智
、

渾
然
無
不
該
之
全
體
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
仁
義
礼
智
の
性
」
か
ら
発
し
た
「
惻
隠
、

羞
悪
、
辞
遜
、
是
非
の
情
」
が
そ
れ
ぞ
れ
均
等
に
な
っ
て
）、「
陰
陽
徳
に
合
す
。」（
こ

こ
で
は
、
つ
ま
り
、
稟
受
し
た
気
質
に
偏
り
が
な
く
「
仁
義
礼
智
の
徳
」
が
そ
れ
ぞ
れ

均
等
に
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）
そ
れ
故
に
、
そ
の
「
中
和
の
気
」（「「
致

中
和
」、
須
兼
表
裏
而
言
。
致
中
、
欲
其
無
少
偏
倚
、
而
又
能
守
之
不
失
。
致
和
、
則
欲

其
無
少
差
繆
、
而
又
能
無
適
不
然
」、
つ
ま
り
、
少
し
の
偏
り
も
な
く
少
し
の
違
い
も
な

い
気
を
稟
受
し
て
い
る
こ
と
）
が
、「
容
貌
の
間
に
見
は
る
る
者
此
の
如
し
。」（「「
子
溫

而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
」。
須
看
厲
、
便
自
有
威
底
意
思
。
不
猛
、
便
自
有
溫
底
意
思
。

大
抵
曰
「
溫
」、
曰
「
威
」、
曰
「
恭
」、
三
字
是
主
。
曰
「
厲
」、
曰
「
不
猛
」、
曰
「
安
」、

是
帶
說
。
上
下
二
句
易
理
會
。
諸
公
且
看
聖
人
威
底
氣
象
是
如
何
。
久
之
、
云
、
聖
人

德
盛
、
自
然
尊
嚴
。」『
論
語
集
注
』
学
而
「
子
貢
曰
、
夫
子
溫
、
良
、
恭
、
儉
、
讓
以

得
之
。」
朱
子
注
「
溫
、
和
厚
也
。
良
、
易
直
也
。
恭
、
莊
敬
也
。
儉
、
節
制
也
。
讓
、

謙
遜
也
。」『
論
語
集
注
』
学
而
「
子
曰
、君
子
不
重
則
不
威
、學
則
不
固
。」
朱
子
注
「
威
、

威
嚴
。」『
論
語
集
注
』
郷
党
「
迅
雷
風
烈
、必
變
。」
朱
子
注
「
烈
、猛
也
。」『
論
語
集
注
』

学
而
「
恭
近
於
禮
、
遠
恥
辱
也
。」
朱
子
注
「
恭
、
致
敬
也
。」『
論
語
集
注
』
子
張
「
子

夏
曰
、
君
子
有
三
變
、
望
之
儼
然
、
即
之
也
溫
、
聽
其
言
也
厲
。」
朱
子
注
「
儼
然
者
、

貌
之
莊
。
溫
者
、
色
之
和
。
厲
者
、
辭
之
確
。
程
子
曰
、
他
人
儼
然
則
不
溫
、
溫
則
不
厲
、

惟
孔
子
全
之
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
居
處
恭
、執
事
敬
、與
人
忠
。」
朱
子
注
「
恭
主
容
、

敬
主
事
。
恭
見
於
外
、
敬
主
乎
中
。」『
孟
子
集
注
』
告
子
章
句
上
「
恭
敬
之
心
、
禮
也
。」

朱
子
注
「
恭
者
、
敬
之
發
於
外
者
也
。
敬
者
、
恭
之
主
於
中
者
也
。」『
論
語
集
注
』
学

『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
述
而
第
七 

下
篇
（
下
））

　
　
孫

　
路
易
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德
之
潤
身
者
然
也
。
蓋
善
之
實
於
中
而
形
於
外
者
如
此
、
故
又
言
此
以
結
之
。」『
孟
子

集
注
』「
尽
心
章
句
上
「
仰
不
愧
於
天
、
俯
不
怍
於
人
、
二
樂
也
。」
朱
子
注
「
程
子
曰
、

人
能
克
己
、
則
仰
不
愧
、
俯
不
怍
、
心
廣
體
胖
、
其
樂
可
知
、
有
息
則
餒
矣
」、
こ
こ
で
は
、

「
寬
平
廣
博
」「
廣
大
寬
平
」、
つ
ま
り
、
心
の
広
々
と
し
て
い
る
様
子
、
と
い
う
こ
と
。

心
に
「
愧
怍
」（
恥
じ
入
る
こ
と
）
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
心
は
広
々
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。）
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
は
「
理
」（「
耳
之
德
聰
、
目
之
德
明
、
心

之
德
仁
、且
將
這
意
去
思
量
體
認
。」「
目
之
視
、便
有
明
之
理
。
耳
之
聽
、便
有
聰
之
理
。」

「
能
視
遠
謂
之
明
、
所
視
不
遠
、
不
謂
之
明
。
能
聽
德
謂
之
聰
、
所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
。

視
聽
是
物
、
聰
明
是
則
。
推
至
於
口
之
於
味
、
鼻
之
於
臭
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
。
所

謂
窮
理
者
、
窮
此
而
已
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
事
物
の
性
質
）
に
従
う
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
、常
に
「
舒
泰
」（
伸
び
や
か
で
穏
や
か
）
で
あ
る
。
小
人
は
「
物
に
役
せ
ら
る
。」

（「
如
今
人
纔
富
貴
、
便
被
他
勾
惹
。
此
乃
為
物
所
役
、
是
自
卑
了
。」『
荀
子
』
修
身
「
志

意
修
則
驕
富
貴
。
道
義
重
則
輕
王
公
。
內
省
而
外
物
輕
矣
。
傳
曰
、
君
子
役
物
、
小
人

役
於
物
、
此
之
謂
矣
」、
つ
ま
り
、
外
物
に
振
り
回
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
。
富
貴
と
い

う
外
物
に
振
り
回
さ
れ
て
自
分
を
卑
し
め
る
の
で
あ
る
。）
だ
か
ら
、「
憂
戚
」（
憂
い
や

不
安
）
が
多
い
。」
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
は
坦
に
し
て
蕩
蕩
た
り
、
心
広

く
体
胖
（
ゆ
た
）
か
な
り
。」（「「
君
子
坦
蕩
蕩
」、只
是
意
誠
、「
心
廣
體
胖
」。」「
意
誠
後
、

推
盪
得
渣
滓
靈
利
、
心
盡
是
義
理
。」「
到
得
人
欲
盡
、
天
理
明
、
無
些
渣
滓
、
一
齊
透
徹
、

日
用
之
間
、都
是
這
道
理
。」「
聖
人
之
心
更
無
些
、子
渣
滓
。」「
又
問
、渣
滓
是
甚
麼
。
曰
、

渣
滓
是
私
意
人
欲
。」「「
心
廣
體
胖
」、
心
本
是
闊
大
底
物
事
、
只
是
因
愧
怍
了
、
便
卑
狹
、

便
被
他
隔
礙
了
。
只
見
得
一
邊
、
所
以
體
不
能
常
舒
泰
。」『
大
学
章
句
』
第
六
章
「
所

謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其

獨
也
。」
朱
子
注
「
誠
其
意
者
、
自
脩
之
首
也
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
。
自
欺
云
者
、
知
為

善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。
謙
、
快
也
、
足
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所

獨
知
之
地
也
。
言
欲
自
脩
者
知
為
善
以
去
其
惡
、
則
當
實
用
其
力
、
而
禁
止
其
自
欺
。

使
其
惡
惡
則
如
惡
惡
臭
、
好
善
則
如
好
好
色
、
皆
務
決
去
、
而
求
必
得
之
、
以
自
快
足

於
己
、
不
可
徒
苟
且
以
殉
外
而
為
人
也
。
然
其
實
與
不
實
、
蓋
有
他
人
所
不
及
知
而
己

獨
知
之
者
、
故
必
謹
之
於
此
以
審
其
幾
焉
」、
つ
ま
り
、「
君
子
は
坦
に
し
て
蕩
蕩
た
り
」

と
は
、『
大
学
』
に
い
う
「
心
広
く
体
胖
（
ゆ
た
）
か
な
り
。」（
心
が
広
く
体
が
伸
び
や

か
で
穏
や
か
で
あ
る
。）
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
朱
子
は
、「「
君
子
は
坦
に
し

て
蕩
蕩
た
り
」
と
は
、「
誠
意
」
に
他
な
ら
な
い
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
朱
子
の
い
う
「
誠

意
」
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
つ
ま
り
、「
渣
滓
」（「
人
欲
」「
私
意
」、
即
ち
恣
意
・
憶
測
）

を
除
去
し
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。）

　坦
、
平
也
。
蕩
蕩
、
寬
廣
貌
。
程
子
曰
、
君
子
循
理
、
故
常
舒
泰
。
小
人
役
於
物
、

故
多
憂
戚
。
〇
程
子
曰
、
君
子
坦
蕩
蕩
、
心
廣
體
胖
。

第
三
十
七
章

子
溫
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
。

孔
子
の
容
貌
は
、
温
厚
で
い
て
し
か
も
威
厳
が
あ
り
、
威
厳
が
あ
っ
て
し
か
も
烈

し
く
は
な
く
、
厳
か
で
「
敬
」（
つ
ま
り
「
理
」
に
従
う
こ
と
）
で
あ
っ
て
安
ら

か
で
穏
や
か
で
あ
る
。
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集
注
：

　「厲
」
は
、「
厳
粛
」（「
須
看
厲
、
便
自
有
威
底
意
思
。」「
問
、「
子
溫
而
厲
」
一
章
、

是
總
言
聖
人
容
貌
、
鄉
黨
是
逐
事
上
說
否
。
曰
、
然
。
此
是
就
大
體
上
看
聖
人
。」『
論

語
集
注
』
陽
貨
「
子
曰
、
色
厲
而
內
荏
、
譬
諸
小
人
、
其
猶
穿
窬
之
盜
也
與
。」
朱
子
注

「
厲
、
威
嚴
也
」、
つ
ま
り
、
孔
子
の
容
貌
に
威
厳
が
あ
る
こ
と
）
で
あ
る
。「
人
の
徳
性

本
よ
り
備
は
ら
ざ
る
無
け
れ
ど
も
、
気
質
の
賦
す
る
所
、
偏
ら
ざ
る
あ
る
こ
と
鮮
し
。」

（「
或
問
、
口
耳
目
心
皆
官
也
。
不
知
天
所
賦
之
氣
質
、
不
昏
明
清
濁
其
口
耳
目
、
而
獨

昏
明
清
濁
其
心
、
何
也
。
然
夷
惠
伊
尹
非
拘
於
氣
稟
者
、
處
物
之
義
、
乃
不
若
夫
子
之
時
、

豈
獨
是
非
之
心
不
若
聖
人
乎
。
曰
、口
耳
目
等
亦
有
昏
明
清
濁
之
異
。
如
易
牙
師
曠
之
徒
、

是
其
最
清
者
也
、
心
亦
由
是
而
已
。
夷
惠
之
徒
、
正
是
未
免
於
氣
質
之
拘
者
、
所
以
孟

子
以
為
不
同
、
而
不
願
學
也
。」「
曰
、
恁
地
靠
著
他
不
得
。
大
抵
人
之
德
性
上
、
自
有

此
四
者
意
思
。
仁
、
便
是
箇
溫
和
底
意
思
。
義
、
便
是
慘
烈
剛
斷
底
意
思
。
禮
、
便
是

宣
著
發
揮
底
意
思
。
智
、
便
是
箇
收
斂
無
痕
跡
底
意
思
。
性
中
有
此
四
者
、
聖
門
却
只

以
求
仁
為
急
者
、
緣
仁
却
是
四
者
之
先
。
若
常
存
得
溫
厚
底
意
思
在
這
裏
、
到
宣
著
發

揮
時
、
便
自
然
會
宣
著
發
揮
。
到
剛
斷
時
、
便
自
然
會
剛
斷
。
到
收
斂
時
、
便
自
然
會

收
斂
。
若
將
別
箇
做
主
、便
都
對
副
不
著
了
。
此
仁
之
所
以
包
四
者
也
。」「
但
氣
質
所
稟
、

却
有
偏
處
、
氣
有
昏
明
厚
薄
之
不
同
。
然
仁
義
禮
智
、
亦
無
闕
一
之
理
。
但
若
惻
隱
多
、

便
流
為
姑
息
柔
懦
。
若
羞
惡
多
、
便
有
羞
惡
其
所
不
當
羞
惡
者
」、
つ
ま
り
、
人
の
「
徳

性
」（
仁
義
礼
智
）
は
も
と
も
と
備
わ
ら
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
気

質
に
は
、
偏
ら
な
い
も
の
は
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
仁
義
礼
智
の
「
性
」
は
、
稟
受

し
た
気
質
の
そ
の
偏
り
に
よ
っ
て
、「
惻
隠
」
が
多
か
っ
た
り
、「
羞
悪
」
が
多
か
っ
た

り
し
て
、
そ
こ
で
そ
の
「
仁
義
礼
智
の
性
」
か
ら
発
し
た
「
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
遜
、
是

非
の
情
」
が
均
等
で
な
く
な
る
の
で
あ
る
。）
た
だ
聖
人
だ
け
が
「
全
体
渾
然
と
し
て
」

（「「
五
十
知
天
命
」、
是
天
道
流
行
、
賦
與
萬
物
、
在
人
則
所
受
之
性
、
所
謂
仁
義
禮
智
、

渾
然
無
不
該
之
全
體
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
仁
義
礼
智
の
性
」
か
ら
発
し
た
「
惻
隠
、

羞
悪
、
辞
遜
、
是
非
の
情
」
が
そ
れ
ぞ
れ
均
等
に
な
っ
て
）、「
陰
陽
徳
に
合
す
。」（
こ

こ
で
は
、
つ
ま
り
、
稟
受
し
た
気
質
に
偏
り
が
な
く
「
仁
義
礼
智
の
徳
」
が
そ
れ
ぞ
れ

均
等
に
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）
そ
れ
故
に
、
そ
の
「
中
和
の
気
」（「「
致

中
和
」、
須
兼
表
裏
而
言
。
致
中
、
欲
其
無
少
偏
倚
、
而
又
能
守
之
不
失
。
致
和
、
則
欲

其
無
少
差
繆
、
而
又
能
無
適
不
然
」、
つ
ま
り
、
少
し
の
偏
り
も
な
く
少
し
の
違
い
も
な

い
気
を
稟
受
し
て
い
る
こ
と
）
が
、「
容
貌
の
間
に
見
は
る
る
者
此
の
如
し
。」（「「
子
溫

而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
」。
須
看
厲
、
便
自
有
威
底
意
思
。
不
猛
、
便
自
有
溫
底
意
思
。

大
抵
曰
「
溫
」、
曰
「
威
」、
曰
「
恭
」、
三
字
是
主
。
曰
「
厲
」、
曰
「
不
猛
」、
曰
「
安
」、

是
帶
說
。
上
下
二
句
易
理
會
。
諸
公
且
看
聖
人
威
底
氣
象
是
如
何
。
久
之
、
云
、
聖
人

德
盛
、
自
然
尊
嚴
。」『
論
語
集
注
』
学
而
「
子
貢
曰
、
夫
子
溫
、
良
、
恭
、
儉
、
讓
以

得
之
。」
朱
子
注
「
溫
、
和
厚
也
。
良
、
易
直
也
。
恭
、
莊
敬
也
。
儉
、
節
制
也
。
讓
、

謙
遜
也
。」『
論
語
集
注
』
学
而
「
子
曰
、君
子
不
重
則
不
威
、學
則
不
固
。」
朱
子
注
「
威
、

威
嚴
。」『
論
語
集
注
』
郷
党
「
迅
雷
風
烈
、必
變
。」
朱
子
注
「
烈
、猛
也
。」『
論
語
集
注
』

学
而
「
恭
近
於
禮
、
遠
恥
辱
也
。」
朱
子
注
「
恭
、
致
敬
也
。」『
論
語
集
注
』
子
張
「
子

夏
曰
、
君
子
有
三
變
、
望
之
儼
然
、
即
之
也
溫
、
聽
其
言
也
厲
。」
朱
子
注
「
儼
然
者
、

貌
之
莊
。
溫
者
、
色
之
和
。
厲
者
、
辭
之
確
。
程
子
曰
、
他
人
儼
然
則
不
溫
、
溫
則
不
厲
、

惟
孔
子
全
之
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
居
處
恭
、執
事
敬
、與
人
忠
。」
朱
子
注
「
恭
主
容
、

敬
主
事
。
恭
見
於
外
、
敬
主
乎
中
。」『
孟
子
集
注
』
告
子
章
句
上
「
恭
敬
之
心
、
禮
也
。」

朱
子
注
「
恭
者
、
敬
之
發
於
外
者
也
。
敬
者
、
恭
之
主
於
中
者
也
。」『
論
語
集
注
』
学
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德
之
潤
身
者
然
也
。
蓋
善
之
實
於
中
而
形
於
外
者
如
此
、
故
又
言
此
以
結
之
。」『
孟
子

集
注
』「
尽
心
章
句
上
「
仰
不
愧
於
天
、
俯
不
怍
於
人
、
二
樂
也
。」
朱
子
注
「
程
子
曰
、

人
能
克
己
、
則
仰
不
愧
、
俯
不
怍
、
心
廣
體
胖
、
其
樂
可
知
、
有
息
則
餒
矣
」、
こ
こ
で
は
、

「
寬
平
廣
博
」「
廣
大
寬
平
」、
つ
ま
り
、
心
の
広
々
と
し
て
い
る
様
子
、
と
い
う
こ
と
。

心
に
「
愧
怍
」（
恥
じ
入
る
こ
と
）
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
心
は
広
々
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。）
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
は
「
理
」（「
耳
之
德
聰
、
目
之
德
明
、
心

之
德
仁
、且
將
這
意
去
思
量
體
認
。」「
目
之
視
、便
有
明
之
理
。
耳
之
聽
、便
有
聰
之
理
。」

「
能
視
遠
謂
之
明
、
所
視
不
遠
、
不
謂
之
明
。
能
聽
德
謂
之
聰
、
所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
。

視
聽
是
物
、
聰
明
是
則
。
推
至
於
口
之
於
味
、
鼻
之
於
臭
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
。
所

謂
窮
理
者
、
窮
此
而
已
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
事
物
の
性
質
）
に
従
う
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
、常
に
「
舒
泰
」（
伸
び
や
か
で
穏
や
か
）
で
あ
る
。
小
人
は
「
物
に
役
せ
ら
る
。」

（「
如
今
人
纔
富
貴
、
便
被
他
勾
惹
。
此
乃
為
物
所
役
、
是
自
卑
了
。」『
荀
子
』
修
身
「
志

意
修
則
驕
富
貴
。
道
義
重
則
輕
王
公
。
內
省
而
外
物
輕
矣
。
傳
曰
、
君
子
役
物
、
小
人

役
於
物
、
此
之
謂
矣
」、
つ
ま
り
、
外
物
に
振
り
回
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
。
富
貴
と
い

う
外
物
に
振
り
回
さ
れ
て
自
分
を
卑
し
め
る
の
で
あ
る
。）
だ
か
ら
、「
憂
戚
」（
憂
い
や

不
安
）
が
多
い
。」
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
君
子
は
坦
に
し
て
蕩
蕩
た
り
、
心
広

く
体
胖
（
ゆ
た
）
か
な
り
。」（「「
君
子
坦
蕩
蕩
」、只
是
意
誠
、「
心
廣
體
胖
」。」「
意
誠
後
、

推
盪
得
渣
滓
靈
利
、
心
盡
是
義
理
。」「
到
得
人
欲
盡
、
天
理
明
、
無
些
渣
滓
、
一
齊
透
徹
、

日
用
之
間
、都
是
這
道
理
。」「
聖
人
之
心
更
無
些
、子
渣
滓
。」「
又
問
、渣
滓
是
甚
麼
。
曰
、

渣
滓
是
私
意
人
欲
。」「「
心
廣
體
胖
」、
心
本
是
闊
大
底
物
事
、
只
是
因
愧
怍
了
、
便
卑
狹
、

便
被
他
隔
礙
了
。
只
見
得
一
邊
、
所
以
體
不
能
常
舒
泰
。」『
大
学
章
句
』
第
六
章
「
所

謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其

獨
也
。」
朱
子
注
「
誠
其
意
者
、
自
脩
之
首
也
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
。
自
欺
云
者
、
知
為

善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。
謙
、
快
也
、
足
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所

獨
知
之
地
也
。
言
欲
自
脩
者
知
為
善
以
去
其
惡
、
則
當
實
用
其
力
、
而
禁
止
其
自
欺
。

使
其
惡
惡
則
如
惡
惡
臭
、
好
善
則
如
好
好
色
、
皆
務
決
去
、
而
求
必
得
之
、
以
自
快
足

於
己
、
不
可
徒
苟
且
以
殉
外
而
為
人
也
。
然
其
實
與
不
實
、
蓋
有
他
人
所
不
及
知
而
己

獨
知
之
者
、
故
必
謹
之
於
此
以
審
其
幾
焉
」、
つ
ま
り
、「
君
子
は
坦
に
し
て
蕩
蕩
た
り
」

と
は
、『
大
学
』
に
い
う
「
心
広
く
体
胖
（
ゆ
た
）
か
な
り
。」（
心
が
広
く
体
が
伸
び
や

か
で
穏
や
か
で
あ
る
。）
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
朱
子
は
、「「
君
子
は
坦
に
し

て
蕩
蕩
た
り
」
と
は
、「
誠
意
」
に
他
な
ら
な
い
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
朱
子
の
い
う
「
誠

意
」
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
つ
ま
り
、「
渣
滓
」（「
人
欲
」「
私
意
」、
即
ち
恣
意
・
憶
測
）

を
除
去
し
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。）

　坦
、
平
也
。
蕩
蕩
、
寬
廣
貌
。
程
子
曰
、
君
子
循
理
、
故
常
舒
泰
。
小
人
役
於
物
、

故
多
憂
戚
。
〇
程
子
曰
、
君
子
坦
蕩
蕩
、
心
廣
體
胖
。

第
三
十
七
章

子
溫
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
。

孔
子
の
容
貌
は
、
温
厚
で
い
て
し
か
も
威
厳
が
あ
り
、
威
厳
が
あ
っ
て
し
か
も
烈

し
く
は
な
く
、
厳
か
で
「
敬
」（
つ
ま
り
「
理
」
に
従
う
こ
と
）
で
あ
っ
て
安
ら

か
で
穏
や
か
で
あ
る
。
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而
「
未
若
貧
而
樂
、
富
而
好
禮
者
也
。」
朱
子
注
「
樂
則
心
廣
體
胖
而
忘
其
貧
、
好
禮
則

安
處
善
、
樂
循
理
、
亦
不
自
知
其
富
矣
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
子
曰
、
君
子
泰
而
不
驕
、

小
人
驕
而
不
泰
。」
朱
子
注
「
君
子
循
理
、
故
安
舒
而
不
矜
肆
。
小
人
逞
欲
、
故
反
是
」、

つ
ま
り
、
容
貌
に
「「
温
」
に
し
て
「
厲
」
な
り
、「
威
」
に
し
て
「
猛
」
な
ら
ず
、「
恭
」

に
し
て
「
安
」
な
り
。」（
温
厚
で
い
て
し
か
も
威
厳
が
あ
り
、
威
厳
が
あ
っ
て
し
か
も

烈
し
く
は
な
く
、
厳
か
で
「
敬
」（
つ
ま
り
「
理
」
に
従
う
こ
と
）
で
あ
っ
て
安
ら
か
で

穏
や
か
で
あ
る
。）
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。「
温
」
と
は
、「
和
厚
」、

つ
ま
り
温
厚
の
こ
と
で
あ
る
。「
厲
」
と
は
、「
厳
粛
」「
威
厳
」「
尊
厳
」、
つ
ま
り
、
威

厳
の
こ
と
で
あ
る
。「
威
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、「
厲
、
威
嚴
也
」、
つ
ま
り
、「
厲
」
と

同
じ
、威
厳
の
こ
と
で
あ
る
。「
猛
」
と
は
、「
烈
」、つ
ま
り
、烈
し
い
こ
と
で
あ
る
。「
恭
」

と
は
、「
莊
敬
」「
致
敬
」「
循
理
」、
つ
ま
り
、
厳
か
で
「
敬
」（「
理
」
に
従
う
こ
と
）

の
こ
と
で
あ
る
。「
安
」
と
は
、「
安
舒
」、
つ
ま
り
、
安
ら
か
で
穏
や
か
の
こ
と
で
あ
る
。）

門
人
が
孔
子
の
容
貌
が
よ
く
観
察
し
て
そ
れ
を
詳
し
く
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り

そ
の
門
人
の
心
の
働
き
が
緻
密
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

聖
人
の
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
て
し
か
も「
徳
行
」（『
孟
子
集
注
』公
孫
丑
章
句
上「
冉

牛
、
閔
子
、
顏
淵
善
言
德
行
。」
朱
子
注
「
德
行
、
得
於
心
而
見
於
行
事
者
也
」、
つ
ま
り
、

心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
仁
義
礼
智
の
德
」
が
事
を
行
う
の
に
現
れ
て
い
る
も
の
）
を
う

ま
く
語
れ
る
人
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
記
録
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
故
に
、
程
子
（
前
出
）
は
「
曾
子
」（「
曾
子
、
孔
子
弟
子
、
名
參
、
字
子
輿
」、
つ
ま
り
、

孔
子
弟
子
の
曾
参
）
の
言
葉
と
思
わ
れ
た
の
だ
。
学
ぶ
者
は
繰
り
返
し
て
「
玩
心
」（「
再

問
、
所
說
「
尋
求
義
理
、
仍
須
虛
心
觀
之
」、
不
知
如
何
是
虛
心
。
曰
、
須
退
一
步
思
量
。

次
日
、
又
問
退
一
步
思
量
之
旨
。
曰
、
從
來
不
曾
如
此
做
工
夫
、
後
亦
是
難
說
。
今
人

觀
書
、
先
自
立
了
意
後
方
觀
、
盡
率
古
人
語
言
入
做
自
家
意
思
中
來
。
如
此
、
只
是
推

廣
得
自
家
意
思
、
如
何
見
得
古
人
意
思
。
須
得
退
步
者
、
不
要
自
作
意
思
、
只
虛
此
心

將
古
人
語
言
放
前
面
、
看
他
意
思
倒
殺
向
何
處
去
。
如
此
玩
心
、
方
可
得
古
人
意
、
有

長
進
處
」、
つ
ま
り
、「
虚
心
」（
理
を
究
明
す
る
場
合
の
、
心
に
何
の
先
入
観
も
持
た
ず

に
素
直
で
あ
る
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
読
書
の
場
合
、
心
の
中
で
は
一
歩
さ
が
っ
て
自

分
な
り
の
文
意
を
想
定
せ
ず
に
古
人
の
言
葉
を
そ
の
意
味
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
素

直
に
読
み
取
る
、
と
い
う
よ
う
な
心
の
働
き
方
）
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　厲
、
嚴
肅
也
。
人
之
德
性
本
無
不
備
、
而
氣
質
所
賦
、
鮮
有
不
偏
、
惟
聖
人
全
體
渾
然
、

陰
陽
合
德
、
故
其
中
和
之
氣
見
於
容
貌
之
間
者
如
此
。
門
人
熟
察
而
詳
記
之
、
亦
可
見

其
用
心
之
密
矣
。
抑
非
知
足
以
知
聖
人
而
善
言
德
行
者
不
能
也
、
故
程
子
以
為
之
言
。

學
者
所
宜
反
復
而
玩
心
也
。
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而
「
未
若
貧
而
樂
、
富
而
好
禮
者
也
。」
朱
子
注
「
樂
則
心
廣
體
胖
而
忘
其
貧
、
好
禮
則

安
處
善
、
樂
循
理
、
亦
不
自
知
其
富
矣
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
子
曰
、
君
子
泰
而
不
驕
、

小
人
驕
而
不
泰
。」
朱
子
注
「
君
子
循
理
、
故
安
舒
而
不
矜
肆
。
小
人
逞
欲
、
故
反
是
」、

つ
ま
り
、
容
貌
に
「「
温
」
に
し
て
「
厲
」
な
り
、「
威
」
に
し
て
「
猛
」
な
ら
ず
、「
恭
」

に
し
て
「
安
」
な
り
。」（
温
厚
で
い
て
し
か
も
威
厳
が
あ
り
、
威
厳
が
あ
っ
て
し
か
も

烈
し
く
は
な
く
、
厳
か
で
「
敬
」（
つ
ま
り
「
理
」
に
従
う
こ
と
）
で
あ
っ
て
安
ら
か
で

穏
や
か
で
あ
る
。）
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。「
温
」
と
は
、「
和
厚
」、

つ
ま
り
温
厚
の
こ
と
で
あ
る
。「
厲
」
と
は
、「
厳
粛
」「
威
厳
」「
尊
厳
」、
つ
ま
り
、
威

厳
の
こ
と
で
あ
る
。「
威
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、「
厲
、
威
嚴
也
」、
つ
ま
り
、「
厲
」
と

同
じ
、威
厳
の
こ
と
で
あ
る
。「
猛
」
と
は
、「
烈
」、つ
ま
り
、烈
し
い
こ
と
で
あ
る
。「
恭
」

と
は
、「
莊
敬
」「
致
敬
」「
循
理
」、
つ
ま
り
、
厳
か
で
「
敬
」（「
理
」
に
従
う
こ
と
）

の
こ
と
で
あ
る
。「
安
」
と
は
、「
安
舒
」、
つ
ま
り
、
安
ら
か
で
穏
や
か
の
こ
と
で
あ
る
。）

門
人
が
孔
子
の
容
貌
が
よ
く
観
察
し
て
そ
れ
を
詳
し
く
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り

そ
の
門
人
の
心
の
働
き
が
緻
密
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

聖
人
の
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
て
し
か
も「
徳
行
」（『
孟
子
集
注
』公
孫
丑
章
句
上「
冉

牛
、
閔
子
、
顏
淵
善
言
德
行
。」
朱
子
注
「
德
行
、
得
於
心
而
見
於
行
事
者
也
」、
つ
ま
り
、

心
に
備
わ
っ
て
い
る
「
仁
義
礼
智
の
德
」
が
事
を
行
う
の
に
現
れ
て
い
る
も
の
）
を
う

ま
く
語
れ
る
人
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
記
録
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
故
に
、
程
子
（
前
出
）
は
「
曾
子
」（「
曾
子
、
孔
子
弟
子
、
名
參
、
字
子
輿
」、
つ
ま
り
、

孔
子
弟
子
の
曾
参
）
の
言
葉
と
思
わ
れ
た
の
だ
。
学
ぶ
者
は
繰
り
返
し
て
「
玩
心
」（「
再

問
、
所
說
「
尋
求
義
理
、
仍
須
虛
心
觀
之
」、
不
知
如
何
是
虛
心
。
曰
、
須
退
一
步
思
量
。

次
日
、
又
問
退
一
步
思
量
之
旨
。
曰
、
從
來
不
曾
如
此
做
工
夫
、
後
亦
是
難
說
。
今
人

觀
書
、
先
自
立
了
意
後
方
觀
、
盡
率
古
人
語
言
入
做
自
家
意
思
中
來
。
如
此
、
只
是
推

廣
得
自
家
意
思
、
如
何
見
得
古
人
意
思
。
須
得
退
步
者
、
不
要
自
作
意
思
、
只
虛
此
心

將
古
人
語
言
放
前
面
、
看
他
意
思
倒
殺
向
何
處
去
。
如
此
玩
心
、
方
可
得
古
人
意
、
有

長
進
處
」、
つ
ま
り
、「
虚
心
」（
理
を
究
明
す
る
場
合
の
、
心
に
何
の
先
入
観
も
持
た
ず

に
素
直
で
あ
る
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
読
書
の
場
合
、
心
の
中
で
は
一
歩
さ
が
っ
て
自

分
な
り
の
文
意
を
想
定
せ
ず
に
古
人
の
言
葉
を
そ
の
意
味
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
素

直
に
読
み
取
る
、
と
い
う
よ
う
な
心
の
働
き
方
）
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　厲
、
嚴
肅
也
。
人
之
德
性
本
無
不
備
、
而
氣
質
所
賦
、
鮮
有
不
偏
、
惟
聖
人
全
體
渾
然
、

陰
陽
合
德
、
故
其
中
和
之
氣
見
於
容
貌
之
間
者
如
此
。
門
人
熟
察
而
詳
記
之
、
亦
可
見

其
用
心
之
密
矣
。
抑
非
知
足
以
知
聖
人
而
善
言
德
行
者
不
能
也
、
故
程
子
以
為
之
言
。

學
者
所
宜
反
復
而
玩
心
也
。


